
分野 
通し 
番号 

プロジェクト名 
終了
年度 

企業名 開発した技術 左記の技術を活用する製品 状況※1 

プロジェクト参画による追加的効果※2 

ページ 性能 
向上 

品質 
向上 

コスト 
削減 

実用化 
前倒し 

省エネ 1 
革新的次世代低公害車総合
技術開発 

H20 マツダ株式会社 
ディーゼルエンジン「SKYACTIV-
D」 

Mazda CX-5、アテンザ 
上市 
段階 

★ ★ ★★ － 7 

省エネ 2 

希少金属代替材料開発プロ
ジェクト／Nd-Fe-B系磁石を
代替する新規永久磁石及び
イットリウム系複合材料の
開発／イットリウム系複合
材料の開発(⑨-2) 

H22 株式会社フジクラ 超電導線材作製技術 イットリウム系超電導線 
上市 
段階 

－ ★ ★ － 8 

スマコミ 3 
次世代蓄電システム実用化
戦略技術開発/系統連系円滑
化蓄電システム技術開発 

H22 三菱重工業株式会社 
蓄電システム実用化技術・要素技
術 

コンテナ蓄電システム 
上市 
段階 

★ ★ ★ ★ 9 

スマコミ 4 
次世代蓄電システム実用化
戦略技術開発/系統連系円滑
化蓄電システム技術開発 

H22 株式会社日立製作所 
バックアップ電源、分散型電力貯
蔵、産業用途のリチウムイオン電
池の開発・実用化技術 

産業用蓄電システム、バックアップ電
源など 

製品化 
段階 

★ ★ ★ ★ 10 

スマコミ 5 
次世代蓄電システム実用化
戦略技術開発/系統連系円滑
化蓄電システム技術開発 

H22 新神戸電機株式会社 
サイクル用大型リチウムイオン電
池の開発・実用化技術 

CH75 
上市 
段階 

★ － － ★★ 11 

スマコミ 6 
次世代蓄電システム実用化
戦略技術開発/系統連系円滑
化蓄電システム技術開発 

H22 川崎重工業株式会社 実用化・要素技術開発 大容量ニッケル水素電池「ギガセル」 
製品化 
段階 

★ ★ ★ ★ 12 

環境 7 
ＳＦ６フリー高機能発現マ
グネシウム合金組織制御技
術開発プロジェクト 

H18 三協立山株式会社 
SF6フリー連続鋳造量産化とAZX系
合金製品化のための技術 

Ca添加難燃性マグネシウム合金ビレッ
ト及びCa添加難燃性マグネシウム合金
押出材 

製品化 
段階 

★ － － ★ 13 

環境 8 
ノンフロン型省エネ冷凍空
調システム開発 

H22 株式会社前川製作所 ノンフロン型省エネ空調システム 業務用空調・給湯ヒートポンプ 
製品化 
段階 

★ － － ★ 14 

平成24年度追跡調査で新たに把握した上市・製品化事例 

第35回 
研究評価委員会 
資料7 別紙1 

※１ 上市段階: カタログ掲載など市場での取引を開始。工場での運転を開始。 
           製品化段階: 顧客が製品を導入するための判断材料となる顧客評価（認定用）サンプルの作製。量産化技術の確立。工業化開発段階。 
※２ ★★：著しく向上・削減・早まった、★：向上・削減・早まった、－：変わらない・無回答、×：増加した 1 



分野 
通し 
番号 

プロジェクト名 
終了
年度 

企業名 開発した技術 左記の技術を活用する製品 状況※1 

プロジェクト参画による追加的効果※2 

ページ 性能 
向上 

品質 
向上 

コスト 
削減 

実用化 
前倒し 

環境 9 
ノンフロン型省エネ冷凍空
調システム開発 

H22 ダイキン工業株式会社 
膨張機を利用したCO2ビル用マル
チ空調機 

名称なし 
製品化 
段階 

－ － － － 15 

環境 10 
ノンフロン型省エネ冷凍空
調システム開発 

H22 パナソニック株式会社 CO2冷凍サイクルの高効率化技術 CO2冷凍機 
上市 
段階 

★ － ★ ★ 16 

環境 11 
ノンフロン型省エネ冷凍空
調システム開発 

H22 パナソニック株式会社 
CO2冷凍機、別置形ショーケース、
過冷却ヒートポンプ給湯機の量産
化技術 

冷蔵ショーケースおよびCO2冷凍機、過
冷却ヒートポンプ給湯機 

上市 
段階 

★ ★ ★ ★ 17 

環境 12 

ゼロエミッション石炭火力
技術開発プロジェクト／ゼ
ロエミッション石炭火力基
盤技術開発／石炭利用プロ
セスにおける微量成分の環
境への影響低減手法の開発
／高度除去技術 

H22 
バブコック日立株式会
社 

大型燃焼・排煙処理試験、数値解
析によるシミュレーションツール
の開発、廃水処理技術の開発 

石炭火力発電所での燃焼排ガス処理シ
ステム実用化開発 

製品化 
段階 

★ ★ － ★ 18 

環境 13 
省エネルギーフロン代替物
質合成技術開発 

H18 株式会社アーレスティ ＳＦ6代替ガスの実用化技術 
Ｐａｎ Ｏｉｌ （使用ガスはZEM-
SCREEN） 

上市 
段階 

★ ★ － ★ 19 

環境 14 
有害化学物質リスク削減基
盤技術研究開発 

H20 
株式会社Harmonic 
Uni-Brain 

金属３次元成膜の最適化塗装技術 
マグネシウムスピーカーの防食膜コー
ティング 

製品化 
段階 

★ ★ － ★ 20 

環境 15 
有害化学物質リスク削減基
盤技術研究開発 

H20 日本金属株式会社 
マグネシウム ポリ尿素成膜品の
標準化 

マグネシウム合金製スピーカー振動板 
上市 
段階 

★ ★★ ★ ★ 21 

機械システ
ム 

16 
基盤ロボット技術活用型
オープンイノベーション促
進プロジェクト 

H22 株式会社セック 
組込み向けロボットミドルウェア
技術 

機能安全対応ロボットミドルウェア
「ＲＴＭSafety」 

上市 
段階 

－ － － ★ 22 

※１ 上市段階: カタログ掲載など市場での取引を開始。工場での運転を開始。 
           製品化段階: 顧客が製品を導入するための判断材料となる顧客評価（認定用）サンプルの作製。量産化技術の確立。工業化開発段階。 
※２ ★★：著しく向上・削減・早まった、★：向上・削減・早まった、－：変わらない・無回答、×：増加した 
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分野 
通し 
番号 

プロジェクト名 
終了
年度 

企業名 開発した技術 左記の技術を活用する製品 状況※1 

プロジェクト参画による追加的効果※2 

ページ 性能 
向上 

品質 
向上 

コスト 
削減 

実用化 
前倒し 

機械システ
ム 

17 
基盤ロボット技術活用型
オープンイノベーション促
進プロジェクト 

H22 ＴＨＫ株式会社 
次世代ロボットエンドエフェクタ
構成要素技術 

次世代ロボットシステム「SEED 
Solutions」 

上市 
段階 

★ ★ － ★ 23 

機械システ
ム 

18 
戦略的先端ロボット要素技
術開発プロジェクト 

H22 ＴＨＫ株式会社 
次世代ロボット向けエンドエフェ
クタ構成要素技術 

次世代ロボット向けRTシステム「SEED 
Solutions」 

製品化 
段階 

★ ★ － ★ 24 

機械システ
ム 

19 
戦略的先端ロボット要素技
術開発プロジェクト 

H22 三菱重工業株式会社 
高齢者対応コミュニケーションRT
システム 

高齢者対応コミュニケーションRT 
上市 
段階 

－ － － － 25 

機械システ
ム 

20 
戦略的先端ロボット要素技
術開発プロジェクト 

H22 
東急建設株式会社、 
日立建機株式会社 

  ASTACO NEO 
上市 
段階 

★ － － ★ 26 

機械システ
ム 

21 
戦略的先端ロボット要素技
術開発プロジェクト 

H22 三菱電機株式会社 
力覚制御技術の性能向上に関する
技術、3次元ビジョン認識技術の
性能向上 

力覚制御機能, 3Dビジョンセンサ 
製品化 
段階 

★ ★ － ★ 27 

機械システ
ム 

22 
戦略的先端ロボット要素技
術開発プロジェクト 

H22 
オムロンソーシアルソ
リューションズ株式会
社 

性別年齢推定技術を用いた自動
マーケティング調査技術の実用化 

セグメントセンサ、ssVision 
上市 
段階 

★ ★ － ★ 28 

機械システ
ム 

23 
戦略的先端ロボット要素技
術開発プロジェクト 

H22 
株式会社シンクチュー
ブ 

ロボット現場適用のための既存
RMR製品の耐環境性能の大幅向上
とバッテリー・アンテナ一体型ユ
ニットへの応用開発など可用性向
上 

ロボット間通信用 RMR（Rokko Mesh 
Router） 

上市 
段階 

★ ★ － － 29 

バイオ 24 バイオプロセス実用化開発 H18 株式会社カネカ 
トランスジェニック・ニワトリを
用いた有用タンパク質生産系 

貧血治療薬 
製品化 
段階 

★ － ★ ★ 30 

バイオ 25 バイオプロセス実用化開発 H18 日本全薬工業株式会社 
動物用医薬品として利用する組換
えタンパク質製造バイオプロセス 

組換えネコHGF注射剤（商品名検討中）  
製品化 
段階 

－ ★ ★ － 31 

※１ 上市段階: カタログ掲載など市場での取引を開始。工場での運転を開始。 
           製品化段階: 顧客が製品を導入するための判断材料となる顧客評価（認定用）サンプルの作製。量産化技術の確立。工業化開発段階。 
※２ ★★：著しく向上・削減・早まった、★：向上・削減・早まった、－：変わらない・無回答、×：増加した 3 
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バイオ 26 
化合物等を活用した生物シ
ステム制御基盤技術開発 

H22 
株式会社プロテイン・
エクスプレス 

タンパク質の細胞内局在を測定す
る創薬スクリーニングシステム技
術 

タンパク質相互作用検証のためのク
ローン 

製品化 
段階 

－ － － － 32 

バイオ 27 
化合物等を活用した生物シ
ステム制御基盤技術開発 

H22 
株式会社医学生物学研
究所 

mKG-N 末端側断片、mKG-C末端側
断片を検出するモノクローナル抗
体技術 

蛍光タンパク質検出用モノクローナル
抗体 

上市 
段階 

★ ★ － ★ 33 

バイオ 28 新機能抗体創製技術開発 H22 ＪＳＲ株式会社 
磁気ビーズを用いる高感度プロテ
オミクスによるタンパク質複合体
の解析 

非公開 
製品化 
段階 

★ － － ★ 34 

バイオ 29 新機能抗体創製技術開発 H22 
株式会社京都モノテッ
ク 

抗体精製用カラム Ex-Pure 抗体精製用カラム 
上市 
段階 

★★ ★★ ★★ ★★ 35 

バイオ 30 
生分解・処理メカニズムの
解析と制御技術開発 

H18 栗田工業株式会社 バイオオーグメンテーション技術 クリオーグ・パワーバイオ法 
上市 
段階 

－ － － ★ 36 

バイオ 31 
生分解・処理メカニズムの
解析と制御技術開発 

H18 大成建設株式会社 無加水メタン発酵技術 無加水メタン発酵システム 
製品化 
段階 

★★ ★ － ★★ 37 

バイオ 32 
生分解・処理メカニズムの
解析と制御技術開発 

H18 大成建設株式会社 バイオオーグメンテーション技術 

ベンゼンで汚染帯水層（地下水）に
DN11株を導入して、土壌浄化を行うバ
イオオーグメンテーション技術（原位
置浄化方法） 

製品化 
段階 

★ ★ ★ ★ 38 

バイオ 33 
染色体解析技術開発／個別
化医療の実現のための技術
融合バイオ診断技術開発 

H22 和光純薬工業株式会社 ゲノムアレイ用蛍光標識化技術 
ゲノムDNA標識キット（Genomic DNA 
Labeling Kit）  

上市 
段階 

★ ★ － ★ 39 

電子・材
料・ナノ 

34 
マグネシウム鍛造部材技術
開発プロジェクト 

H22 三協立山株式会社 
マグネシウム合金の鍛造用ビレッ
ト調整技術 

Mg鍛造に適した小径連続鋳造ビレット 
製品化 
段階 

★ ★ － ★ 40 

※１ 上市段階: カタログ掲載など市場での取引を開始。工場での運転を開始。 
           製品化段階: 顧客が製品を導入するための判断材料となる顧客評価（認定用）サンプルの作製。量産化技術の確立。工業化開発段階。 
※２ ★★：著しく向上・削減・早まった、★：向上・削減・早まった、－：変わらない・無回答、×：増加した 4 
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電子・材
料・ナノ 

35 
革新的マイクロ反応場利用
部材技術開発 

H22 
エヌ・イーケムキャッ
ト株式会社 

医農薬向け触媒 PL-Catalyst 
製品化 
段階 

★ ★★ ★ ★ 41 

電子・材
料・ナノ 

36 
革新的マイクロ反応場利用
部材技術開発 

H22 和光純薬工業株式会社 
ナノ空孔技術を利用した半導体デ
バイスプロセス処理剤の製造技術 

ＣＭＰ後洗浄剤 
製品化 
段階 

★ ★ － － 42 

電子・材
料・ナノ 

37 
環境調和型超微細粒鋼創製
基盤技術の開発 

H18 大同化学工業株式会社 
熱間大歪圧延加工を可能にした液
状コロイド系潤滑剤 

熱間圧延用液状コロイド系潤滑剤 
上市 
段階 

★ ★ － ★ 43 

電子・材
料・ナノ 

38 
高効率熱電変換システムの
開発 

H18 ヤマハ株式会社 熱電発電式エナジーハーベスター Energy Harvester関連商材 
製品化 
段階 

－ ★ － ★ 44 

電子・材
料・ナノ 

39 高効率有機デバイスの開発 H20 パナソニック株式会社   有機ＥＬパネル 
上市 
段階 

★ － － ★ 45 

電子・材
料・ナノ 

40 
先端的ＳｏＣ製造システム
高度制御技術開発 

H22 
ルネサスエレクトロニ
クス株式会社 

①ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ②情報連携ﾌﾟﾛｾｽ制御
③検査ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ④小ﾛｯﾄ括り（段
取り制御） 

先端的SoC製造システムの実用 
上市 
段階 

－ － ★ ★ 46 

電子・材
料・ナノ 

41 
先端機能発現型新構造繊維
部材基盤技術開発 

H22 帝人株式会社 
カーボンナノファイバー実用化技
術 

検討中 
製品化 
段階 

－ ★ － － 47 

電子・材
料・ナノ 

42 
先端機能発現型新構造繊維
部材基盤技術開発 

H22 グンゼ株式会社 超極細繊維不織布技術 ナノウォーム 
製品化 
段階 

－ － － ★ 48 

電子・材
料・ナノ 

43 
次世代大型低消費電力プラ
ズマディスプレイ基盤技術
開発 

H22 パナソニック株式会社 新規保護膜技術 プラズマディスプレイ 
上市 
段階 

★★ － ★ ★ 49 

※１ 上市段階: カタログ掲載など市場での取引を開始。工場での運転を開始。 
           製品化段階: 顧客が製品を導入するための判断材料となる顧客評価（認定用）サンプルの作製。量産化技術の確立。工業化開発段階。 
※２ ★★：著しく向上・削減・早まった、★：向上・削減・早まった、－：変わらない・無回答、×：増加した 5 
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電子・材
料・ナノ 

44 
次世代半導体材料・プロセ
ス基盤技術開発プロジェク
ト (MIRAI) 

H22 
株式会社ニューフレア
テクノロジー 

マスク検査装置の性能向上 マスク検査装置 
上市 
段階 

－ － － － 50 

電子・材
料・ナノ 

45 
次世代半導体材料・プロセ
ス基盤技術の開発(MIRAI) 

H22 株式会社荏原製作所 低CMP装置の開発 CMP装置のLow-k膜研磨プロセス 
製品化 
段階 

★ ★ － － 51 

電子・材
料・ナノ 

46 
次世代半導体材料・プロセ
ス基盤技術の開発(MIRAI) 

H22 ウシオ電機株式会社 EUV光源高信頼性化技術開発 EUV光源 
製品化 
段階 

★ ★ － ★ 52 

電子・材
料・ナノ 

47 
自動車軽量化のためのアル
ミニウム合金高度加工・形
成技術 

H18 株式会社神戸製鋼所 
異材接合用フラックスコアードワ
イヤ 

アルミ/鋼異材接合技術および異材接合
用溶 接ワイヤ 

製品化 
段階 

★ ★ － ★ 53 

電子・材
料・ナノ 

48 

グリーン・サステイナブル
ケミカルプロセス基盤技術
開発／化学品原料の転換・
多様化を可能とする革新グ
リーン技術の開発 

H22 株式会社神戸製鋼所 
マイクロリアクターの大容量化技
術 

マイクロチャンネルリアクタ－(SMCR) 
製品化 
段階 

－ － － ★ 54 

※１ 上市段階: カタログ掲載など市場での取引を開始。工場での運転を開始。 
           製品化段階: 顧客が製品を導入するための判断材料となる顧客評価（認定用）サンプルの作製。量産化技術の確立。工業化開発段階。 
※２ ★★：著しく向上・削減・早まった、★：向上・削減・早まった、－：変わらない・無回答、×：増加した 
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・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
コンソシアムを組んだ広島大学とエンジンにおける燃焼工程の解析が
進み、予混合燃焼における燃料噴射における設計に役立てることがで
き開発が加速された。 
・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
国内では、新世代クリーンディーゼルエンジンSKYACTIV-Dを搭載したCX-
5、アテンザにより、その燃費の良さと走りの良さが評価され、2012年は
対前年比4倍強の勢いでディーゼルエンジン乗用車マーケットが拡大し、
国内におけるディーゼルエンジン乗用車の復権を果たした。 

・プロジェクト名： 革新的次世代低公害車総合技術開発 
・プロジェクト担当部 ： 省エネルギー技術開発部 
・実施期間： 2004～2008年度 
・プロジェクト概要： ディーゼルエンジンを中心の開発として、①
新燃焼方式の研究開発及び燃料の最適化、②天然ガスベース
合成液体燃料を用いたエンジン技術の開発、③革新的後処理シ
ステムの研究開発、④次世代自動車の総合技術開発を進め、デ
エンジンの高い熱効率を維持した上で、ポスト新長期規制にも十
分適合でき、画期的に排ガスをクリーン化する技術を開発する。 

・製品名： Mazda CX-5、アテンザ 
・開発した技術名： ディーゼルエンジン 
                          「SKYACTIV-D] 
・上市時期： 2012年１月 
・製品のアピールポイント 
 ディーゼルエンジンの特徴は、高価なNOx触媒を使
わなくても、超低圧縮比での燃費改善により法規制
に適合するもので、排ガス浄化用には酸化触媒とPM
燃焼のためのDPFのみを装着すればいい。 

地球温暖化問題や大気汚染問題
等の環境問題に対する関心が高
まりつつあるなかで、日本のモノ
づくりを支えている自動車産業は
それら産業を力強く牽引していく
使命がある一方で、自動車の環
境問題への対応が急務である。
その中で、低公害車の開発・普及
の必要性が高まっている。日本は
欧州でのように燃費のいいディー
ゼル乗用車への需要は高くない
が、日本にもディーゼル乗用車を
拡大させることと、大型トラック・バ
スなどの排ガス対策への対応も
急務となっている。これらの技術
開発が国際競争力向上へ貢献し
ていくことが期待される。 

マツダはディーゼル乗用車の市場として
欧州を想定して、欧州規制に適合する
車の開発を目指していたが、NEDOプロ

に参加することで開発が加速、予混合
型ディーゼル燃焼による排気と燃費の
改善を目的とした燃焼コンセプトの開発
が進み、クリーン燃焼の研究が加速さ
れ、触媒でのNOx処理を必要としない新

世代クリーンディーゼルエンジンの開発
に成功した。 

2012年2月に発売以来、
新型CX-5の販売台数は、
2012年10月までに2万3
千台を超えた。 

マツダ アテンザ 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

次世代クリーンディーゼルエンジン技術の開発／中空三次元ナノ粒子を用いたNOx触媒の研究 【上市】 
（マツダ株式会社） 
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・非鉄金属資源の安定供
給確保 
・我が国の 経済成長への
寄与 

イットリウム系超電導電力機器技術開発プロジェクトに参
画しているが、当該プロジェクト参加機関の一部と技術
研究組合を構成し、開発を実施した。研究開発は組合員
であるフジクラが実施。 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 長尺線材化が可能となった。製品品質の向上。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
 技術の信頼性が向上し、また顧客が現れたことで、社内の研究開発部門と事業
部門とが連携した。 

・波及効果、標準化活動等 
 イットリウム系超電導電力機器技術開発Prj内で実施されている標準化活動を実

施。波及効果としてイットリウム系超電導線材の安定製造技術開発に成果を活用。 

・製品名：イットリウム系超電導線 
・開発した技術名：超電導線材作製技術 
・上市時期：2009年9月 
・製品のアピールポイント 
 イットリウム系超電導線の市販を開始した。現在は
超電導機器の開発、試作段階と想定されるが、今後
実用化に向けて市場が拡大すると見込まれる。 

 

・プロジェクト名 
希少金属代替材料開発プロジェクト／Nd-Fe-B系磁石を

代替する新規永久磁石及びイットリウム系複合材料の
開発／イットリウム系複合材料の開発(⑨-2) 
・プロジェクト担当部 
省エネルギー部 
・実施期間：2009～2011年度 
・プロジェクト概要 
希少金属使用量の削減を図るため、ディスプロシウム
を含有するモータ部材に将来的に代わる可能性がある
と期待されているイットリウム系複合材料の開発を行う。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

 イットリウム系超電導線の概要 

超長尺イットリウム系複合材料作製を目
的として、ホットウォール型エキシマレー
ザPLD装置を改良した高磁界長尺イットリ

ム系複合材料作製装置を開発した。 

次世代モータ、発電機、医療
診断機器等の実現には不可
欠な材料であるイットリウム
系複合材を開発することによ
り、市場のニーズに応える機
能を実現できる高品質・高性
能の部品・部材をタイムリー
に提供することができる 

（フジクラＨＰ：薄肉基板を
使用した長尺線材の外観
写真と長手方向のIc分布
（通電法）／75μm厚につい
ては2011年度から製品ライ

ンナップに加わっている） 

高磁界長尺イットリウム系複合材料作製装置  

PLD法概略図 

イットリウム系超電導線の開発 【上市】 
（産業用超電導線材・機器技術研究組合（株式会社フジクラ）） 
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・エネルギー供給の安定
化・効率化、地球温暖化
問題（CO2）の解決、新規
産業・雇用の創出 

日本で最初にリチウムイオン二次電池を用いたコンテナ
タイプのMW級蓄電システムを開発。現在、国内外で受
注活動を実施中。今後、部品の現地調達(海外調達)でシ
ステム全体の低コスト化を図り、競争力を強化する予定。 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 上市の時期が早まった。系統連系円滑化の手法などについて、委員会や大学
などからアドバイスがもらえた。 
 NEDO「安全・低コスト大規模蓄電システム技術開発」による支援を受け､三菱重
工は英国の大手電力企業SSEと共同で、英国オークニー諸島の電力ネットワーク
で蓄電システムの実証試験に取り組む(2012.12.14 駐日英国大使館発表) 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
加速資金により、空調設備のシステム導入､温度制御の効果の明確化。 

・波及効果、標準化活動等 
 JSCA国際標準化ワーキングへの参加や、電池工業会などの業界団体で規格規

制の策定を実施。波及効果として非常用電源システム機能の組み込み。 

・製品名：コンテナ蓄電システム 
・開発した技術名：蓄電システム実用化技術・要素技術 
・上市時期：2011年 
・製品のアピールポイント 
 コンテナ型にすることで、建屋が不要となり、建設費・
建設期間を短縮できる。またMHI独自の設計により、
性能・寿命・安全･信頼性を合わせ持つシステムとした。 

・プロジェクト名 
次世代蓄電システム実用化戦略技術開発/系統連系円
滑化蓄電システム技術開発 
・プロジェクト担当部 
スマートコミュニティ部 
・実施期間：2006～2010年度 
・プロジェクト概要 
ウインドファームレベルの風力発電や、MW級の太陽光
発電などに対応するＭＷ級の蓄電システムに関して、
新エネルギーの出力変動を極小化する機能を有し、低
コストで長寿命、且つ安全・高性能なシステムの実用化
を目指し、技術開発を行う。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

 大容量蓄電システムの概要 

系統連系円滑化蓄電用途に適するシス
テムの基本設計手法を確立。将来の
MW級を見通せる蓄電池システムの基
本要素にあたる100kW-100kWh級システ

ムを製作し、太陽光発電サイトにて実証
試験を実施することで、平準化機能を確
認した。 

新エネルギーの出力変動を
極小化し、また電力系統に
連系する際の円滑化を図る
ことで、風力発電や太陽光
発電などの新エネルギーの
導入促進につながる。 
 
新エネルギーの普及により、
エネルギー自給率の向上、
地球温暖化防止、分散型エ
ネルギーシステムとしてのメ
リットも期待できる。 

写真：出力1000kWのコンテナ型システム(蓄電容量408kWh､リチ
ウム電池2000個以上内臓､長さ40フィート)  三菱重工ＨＰ 

写真と図:系統連系
円滑化蓄電実証シ

ステムの外観と構成. 
三菱重工技報  
Vol.48(3),2011 

  

コンテナ型大容量蓄電システム 【上市】 
（三菱重工業株式会社） 
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・エネルギー供給の安定
化・効率化、地球温暖化
問題（CO2）の解決、新規
産業・雇用の創出 

マンガン系正極材料を用いた産業用リチウムイオン電池の寿命を2倍 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 メカニズム解明より得られた長寿命化技術、スケールアップに必要な知見などを、
プロジェクト期間中に得たので、要素検討期間を大幅に削減し、製品化期間を短
縮することができた。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
再委託先にとして新神戸電機が参画していたので、製品開発段階にすみやかに
移行することができた。 

・波及効果、標準化活動等 
 電池討論会（2011年）にて２件発表。エコプロダクト展2011、World Future Energy、
第11回国際ナノテクノロジー総合展、スマートグリッド展2012にて展示・出品。工
業雑誌2011年5月号に投稿。 

・製品名：産業用蓄電システム、バックアップ電源など 
・開発した技術名：バックアップ電源、分散型電力貯蔵、
産業用途のリチウムイオン電池の開発・実用化技術 

・製品化時期：2012年6月 
・製品のアピールポイント 
 従来の当社開発品と比較して寿命を約2倍とできる
マンガン系正極材料 

・プロジェクト名 
次世代蓄電システム実用化戦略技術開発/系統連系円
滑化蓄電システム技術開発 
・プロジェクト担当部 
スマートコミュニティ部 
・実施期間：2006～2010年度 
・プロジェクト概要 
ウインドファームレベルの風力発電や、MW級の太陽光
発電などに対応するＭＷ級の蓄電システムに関して、
新エネルギーの出力変動を極小化する機能を有し、低
コストで長寿命、且つ安全・高性能なシステムの実用化
を目指し、技術開発を行う。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

 産業用蓄電システム、バックアップ電
源等の概要 
系統連系円滑化蓄電池システムに用い
られるLiイオン電池の長寿命化と低コス
ト化実現のため､以下の技術を開発した。 
 ・Mnの一部を他元素と置換することに

より結晶構造を安定化させ、電池容
量の低下を抑制 

 ・複合酸化物の混合によりMn溶出を低
減して､電池容量の低下を抑制 

新エネルギーの出力変動を
極小化し、また電力系統に
連系する際の円滑化を図る
ことで、風力発電や太陽光
発電などの新エネルギーの
導入促進につながる。 
 
新エネルギーの普及により、
エネルギー自給率の向上、
地球温暖化防止、分散型エ
ネルギーシステムとしてのメ
リットも期待できる。 

写真:日立製作所
ニュースリリース 
2010.4.5 

8Ah電池の外観 

100Ah級単電池を用いた
5kWモジュールの外観  

産業用蓄電システム、バックアップ電源等 【製品化】 
（株式会社日立製作所） 
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・エネルギー供給の安定
化・効率化、地球温暖化
問題（CO2）の解決、新規
産業・雇用の創出 

大形電動機械や太陽光，風力等の新エネルギー電力シ
ステムに使用できる産業用の大容量リチウムイオン電池
（新神戸電機 ニュースリリースより） 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 成果を社内での開発に活用、開発期間を非常に短縮することができた。成果が
実用化，事業化の動きに直接結び付いている。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
 製品化のために必要な開発課題を明確にすることができた。 

・波及効果、標準化活動等 
 新規製品の開発、新規研究テーマの立ち上げなどの波及効果があった。現在
上市段階にある開発製品に続く次期開発製品と、新規製品の開発が繋がってい
る。 

・製品名：CH75 
・開発した技術名：サイクル用大型リチウムイオン電池
の開発・実用化技術 

・上市時期：2012年6月 
・製品のアピールポイント 
 耐振動性、耐衝撃性に優れた捲回式電極構造。セ
ル電圧とセル温度の検知してセルバランスを均等化
する監視装置をモジュールに内蔵する産業用リチウ
ムイオン電池｡ 

・プロジェクト名 
次世代蓄電システム実用化戦略技術開発/系統連系円
滑化蓄電システム技術開発 
・プロジェクト担当部 
スマートコミュニティ部 
・実施期間：2006～2010年度 
・プロジェクト概要 
ウインドファームレベルの風力発電や、MW級の太陽光
発電などに対応するＭＷ級の蓄電システムに関して、
新エネルギーの出力変動を極小化する機能を有し、低
コストで長寿命、且つ安全・高性能なシステムの実用化
を目指し、技術開発を行う。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

 大型リチウムイオン電池の概要 

8Ah 電池の評価結果をもとにして寿命特
性に優れた電極材料を選択し、100Ah級

円筒形単電池を開発した。単電池の設
計性能と安全性を確認し､5kWモジュー

ルを設計、製作した。 

新エネルギーの出力変動を
極小化し、また電力系統に
連系する際の円滑化を図る
ことで、風力発電や太陽光
発電などの新エネルギーの
導入促進につながる。 
 
新エネルギーの普及により、
エネルギー自給率の向上、
地球温暖化防止、分散型エ
ネルギーシステムとしてのメ
リットも期待できる。 

写真：産業用リチウムイオン電池   新神戸電機HP 

5kWモジュールの外観 と仕様 
事業原簿 P43 

サイクル用大型リチウムイオン電池 【上市】 
（新神戸電機株式会社） 
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・エネルギー供給の安定
化・効率化、地球温暖化
問題（CO2）の解決、新規
産業・雇用の創出 

2011～関西電力㈱石津川変電所にて電力需給制御シ
ステム（出力250kW、電池容量102kWh)の実証試験など
顧客評価を受けている状況。2012年度から途中参画し
たNEDOプロジェクト「安全・低コスト大規模蓄電システム
技術開発」を完遂し、系統向けに上市を見込んでいる。  

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 プロジェクト中に開発品を実稼動中の風力発電設備に組み込み、実環境下で電
池性能の確認ができた。メカニズム解明や大学等との連携が製品の性能、信頼
性向上に役立った。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
電力会社との共同研究へとステップアップできた。 

・波及効果、標準化活動等 
 第５２回電池討論会（国際セッション 招待講演 2011年10月19日） 
発表題目：Advanced Nickel Metal Hydride battery for large-scale applications  

・製品名：大容量ニッケル水素電池「ギガセル」 
・開発した技術名：実用化・要素技術 
・製品化時期：2011年4月 
・製品のアピールポイント 
 大容量、高効率･高速充放電、高リサイクル性 

・プロジェクト名 
次世代蓄電システム実用化戦略技術開発/系統連系円
滑化蓄電システム技術開発 
・プロジェクト担当部 
スマートコミュニティ部 
・実施期間：2006～2010年度 
・プロジェクト概要 
ウインドファームレベルの風力発電や、MW級の太陽光
発電などに対応するＭＷ級の蓄電システムに関して、
新エネルギーの出力変動を極小化する機能を有し、低
コストで長寿命、且つ安全・高性能なシステムの実用化
を目指し、技術開発を行う。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

   ギガセルの概要 

金属部材と樹脂を一体成形したセルを
10個バイポーラ積層した200Ah級蓄電池

モジュールを開発。内部抵抗が約
30mΩAhと小さく90％以上の充放電効率
が得られるとともに、11Cでも80%の放電

容量が得られるなど高い性能を達成。風
力発電出力の平滑化に十分適用できる
ことも実証された。 

新エネルギーの出力変動を
極小化し、また電力系統に
連系する際の円滑化を図る
ことで、風力発電や太陽光
発電などの新エネルギーの
導入促進につながる。 
 
新エネルギーの普及により、
エネルギー自給率の向上、
地球温暖化防止、分散型エ
ネルギーシステムとしてのメ
リットも期待できる。 

太陽電池＋ギガセルピークカットシステム 

バイポーラ構造模式図とモジュール(48直列、102 kWh) 

大容量ニッケル水素電池「ギガセル」  【製品化】 
（川崎重工業株式会社） 
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・CO2の23,900倍もの地球
温暖化係数を有するSF6
を全廃することで地球温
暖化防止に貢献できる。 

・産業技術力の強化によ
る産業競争力の向上が期
待できる 

Ca添加難燃性マグネシウム合金ビレット 

上市にはあと5年程度の開発期間が必要であるが、有
償試作材として各種関連企業へ当該製品を供給中 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 最終ユーザーがプロジェクトに参画しており、具体的な製品ターゲットが明確で
あった。  

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
大学等との連携で、民間企業では対応が困難な基礎的な研究や学術的な解析を
補完できた。 

・波及効果、標準化活動等 
・日本マグネシウム協会内関連分科会と連携し開発材の特性データベースを蓄
積中。・学会・協会での講演会を通じて、開発成果及び開発材の特長をPR中。 
・プロジェクトで実施した以外の用途（例えば鍛造市場）に対しても、開発成果を応
用展開し、新規製品の実用化をユーザーとの連携で推進中。 

・製品名：Ca添加難燃性マグネシウム合金ビレット及び
Ca添加難燃性マグネシウム合金押出材 

・開発した技術名： SF6フリー連続鋳造量産化とAZX系
合金製品化のための技術 

・製品化時期：2012年 
・製品のアピールポイント 
 構造材として使用されている既存の6000系アルミニウ
ム合金と同等レベルまで機械的特性を向上。難燃性
という特性により、鉄道車両向け材料の燃焼試験にも
合格するといった公的機関での実証も得られた。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

← AZX911合金、 
ビレット径φ76mm 
 
（写真：三協マテリ
アルHP ニュース
リリース） 

Ca添加難燃性マグネシウム合金ビレット及び
Ca添加難燃性マグネシウム合金押出材 
の概要 
Ca添加することでマグネシウム溶解工程での
SF6フリー化を量産レベルで世界で初めて達成、
また、マグネシウム合金溶湯の精製工程では、
不純物・介在物を分離、低減し、さらに小径ビ
レットの結晶粒を100μm以下に微細化可能な
超音波による結晶粒微細化技術を開発（概要
P10,11、事業原簿P30、詳細P5） 

※開発技術はNEDO-PJ 「マグネシウム鍛造部材技
術開発プロジェクト」の一部に引き継がれている 

Ca添加Mg合金は、（社）日
本鉄道車両機械技術協会
の燃焼試験、発熱試験で
不燃性と判定されており、
鉄道車両への適用による
軽量化で省エネルギー・低
環境負荷が期待できる。 

・プロジェクト名 
ＳＦ６フリー高機能発現マグネシウム合金組織制御技術
開発プロジェクト 
・プロジェクト担当部 
新エネルギー技術開発部 
・実施期間：2004～2006年度 
・プロジェクト概要 
マグネシウム合金溶解時に防燃ガスとして使用排出さ
れるSF6ガスは極めて高い温室効果を有するため、カ
ルシウム添加によるマグネシウム溶湯の防燃および難
燃化を図ることでSF6を使用しない溶解・精製工程・結
晶粒を微細化する凝固プロセス技術を開発する 13 

Ca添加難燃性マグネシウム合金ビレット及びCa添加難燃性マグネシウム合金押出材の開発 【製品化】 
（三協立山アルミ株式会社 ⇒ 三協立山株式会社） 



業務用空調市場への普及を目的とし省エ
ネ性と安全性を両立させるために多くの
冷媒のなかからノンフロン型冷媒として、
ハイドロカーボン系冷媒を選択した。 
冷媒特性からハイドロカーボン系ヒートポ
ンプの能力を検討したところ冷媒、暖房能
力共に従来のフロン系冷媒
（HFC134a,HCF407c)に対して、COPで10%
程度上昇することが判り、また給湯能力
においては、CO2給湯機に対して温度条
件によっては、高いCOPを確保できること
も判った。 
ハイドロカーボン系冷媒を用いることで、
高性能を確保するとともにハイドロカーボ
ン系の弱点でもある安全性について、安
全基準を構築して、従来の空調ヒートポン
プと同等な安全性を確保するようにした。 
プロジェクト参加期間（2005～2007年度） 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

・プロジェクト名： ノンフロン型省エネ冷凍空調システム開発 
・プロジェクト担当部： 環境部 
・実施期間： 2005～2009年度 
・プロジェクト概要： 
冷凍空調分野は、オゾン層破壊物質であるHCFCから京都議定書
対象ガスのHFCへの本格的転換期というタイミングにあり、今後
はHFC排出量が急速に増大する見込みであるため、家庭用・業

務用及び運輸用エアコン及びショーケース等への適用を目的に
して、高効率で安全性にも配慮したノンフロン型省エネ冷凍・空調
システムの開発を行った。 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
NEDOプロジェクトのメリットは、研究開発費の確保ということ以外に、顧
客に対してステイタスとなることもあげられる。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
ノンフロン型冷媒として、ＣＯ２やハイドロカーボン系などを適用したヒー
トポンプは、今後燃焼ボイラーを置き換えていく可能性があり、需要が 
でればいつでも対応できることができるようになった。  

・製品名：業務用空調・給湯ヒートポンプ 
・開発した技術名：ノンフロン型省エネ空調システム 
・製品化時期：2007年 
・製品のアピールポイント 
 従来のフロン系溶媒よりもCOPで１０％程度優れ、給
湯能力も高いＣＯＰを示す。安全性については、十分
な安全基準を作成している。 

 

2008年７月に北海道洞爺湖

サミットにおいて、「国際メ
ディアセンター」（サミット期
間中のみの仮設建物）の空
調機として採用されて、1週

間に及ぶ実証試験が行われ
た。 

テスト機の全景 

本ヒートポンプは、初期の導入用
としては能力が大き過ぎ、現状で
は他社のフロン系冷媒ヒートポン
プに対して、安全面、コスト面で
競争力に乏しいと判断したため、
上市・製品化の手前でペンディン
グ中となっている。ただ、このよう
な炭化水素冷媒の欠点を克服し
ながら、もしこのような機種にニー
ズがあればいつでも対応できる
体制は持ち続けている。 
将来燃焼ボイラーをヒートポンプ
へ転換するというニーズが必ずで
てくると考えており、これに備えて
費用対効果がなるべく小さくなる
ような改良を続け、自然冷媒とし
てはCO2、ハイドロカーボン等の

顧客ニーズに合う品揃えで対応
していく予定である。 

ハイドロカーボン系冷媒業務用空調／給湯ヒートポンプの開発 【製品化】 
（株式会社前川製作所） 
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・地球温暖化防止に貢献
できるCO2冷媒システムの
実用化は、冷凍空調分野
のFガス規制強化の前提
となりえる。 

・産業技術力の強化によ
る産業競争力の向上が期
待できる 

CO2ビル用マルチ空調機 

欧州にてテスト販売を実
施したが、コスト高で販売
拡販に至らず。上市には
量産化によるコストダウ
ンが必要。量産体制の構
築には海外を含めたFガ

ス規制強化・インセンティ
ブが前提となる。 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 社内研究リソースを集中投入することでき、短期間で技術開発ができた。  

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
 開発部門のCO2マルチ空調機の製造技術開発に繋がった。 

・波及効果、標準化活動等 
 ・市場が広がりつつあるCO2冷媒の業務用冷凍庫の事業化等を検討している。 

・製品名：名称なし 
・開発した技術名： 膨張機を利用したCO2ビル用マルチ

空調機 
・上市時期：未定 
・製品のアピールポイント 
 ・CO2を冷媒とする安全なノンフロン型空調システム 
 ・高効率 
 ・設備容積の増大が抑えられている 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

  ４馬力実用プロト機、 
（写真：ダイキン工業提供) 住宅用マルチ空調機の研究開発の概要 

 全部屋に空調機を設置するマルチ空調機の
ニーズに対し、ＨＦＣと比較し理論効率の劣る
CO2冷媒を用い、CO2二相流膨張機･圧縮機搭
載マルチ空調機の研究開発を実施。 

 試作機の設計･製作･試験を行い、二次試作
機にて最終目標通年エネルギー消費効率
APF4.6を達成した 
（中間評価事業原簿P39,40） 

国内空調産業の海外シェ
アが大きいので、欧州､北
米、中国のFガス規制動向
の影響を受ける。  

・プロジェクト名 
ノンフロン型省エネ冷凍空調システム開発 
・プロジェクト担当部 
環境技術開発部 
・実施期間：2005～2007年度 
・プロジェクト概要 
家庭用･業務用及び運輸用エアコン及びショーケース等
への適用を目的として、高効率でかつ、安全性につい
ても配慮した、ノンフロン（自然冷媒）型省エネ冷凍･空
調システムの開発を行う。 

  二次試作機 
(写真：ダイキン工業提供) 

 膨張機 

二相流膨張機･圧縮機 
中間評価事業原簿P23 

 

気液分離器

母体機よりも
大きくなる部分

マフラー

内部熱交換器

室外熱交換器

幅1000→883mm
（母体機合せ）

伝熱管の平滑管化

膨張機圧縮機

住宅用マルチ空調機の研究開発 【製品化】 
（ダイキン工業株式会社） 
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・温暖化防止 

・省エネルギー 

・総合的な環境負荷の低
減 

大手スーパーマーケット各社にて、実証試験的に採用。従
来品に比べてコスト高となるデメリットを、導入者であるエ
ンドユーザに、ノンフロン機器の実用化支援事業の助成金
を活用してもらう制度を利用。 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 大容量CO2圧縮機等新規要素部品及び冷凍機の技術開発ができた。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
 中間評価や事後評価で進捗状況への理解と適切なアドバイスがもらえた。 

・波及効果、標準化活動等 
 高圧ガス保安法（施行令）における二酸化炭素冷媒の規制緩和の為の活動研
究成果の講演会、講習会での発表。時期を見て、成果を学会投稿等予定。新規
研究テーマ立ち上げの波及効果があった。 

・製品名：CO2冷凍機 
・開発した技術名：CO2冷凍サイクルの高効率化技術 
・上市時期：2010年10月 
・製品のアピールポイント 
 世界的に価値が未確定の新規技術・製品の開発で
あったが、要素技術の深耕・コスト競争力・知財の取
得については、PJ終了までにほぼ完成されていた。 

・プロジェクト名 
ノンフロン型省エネ冷凍空調システム開発 
・プロジェクト担当部 
環境部 
・実施期間：2005～2010年度 
・プロジェクト概要 
省エネルギーの観点から総合的な環境負荷の低減を
目指し、オゾン層を破壊せず、その他の環境影響や温
暖化効果も小さい非フロン物質を冷媒に適用した、安
全性・快適性にも優れた冷凍空調機器・システムの改
良・開発を行う。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

 CO2冷凍機の概要 

別置形直膨式の冷凍冷蔵ショーケースと
して二酸化炭素の単一冷媒で作動す
るシステムを初めて開発。 

現行のHFC 機種に比べて年間消費電力

量を３０％以上削減する自然冷媒冷
凍システムを実用化した。 

代替フロン物質を削減する

技術開発を総合的・効率的 

かつ加速的に推進し、その

導入・普及を促進すること

により、環境・エネルギー・ 

経済のバランスのとれた持

続可能な社会の構築を図る。 

（写真：パナソニックHP 
ニュースリリース） 

O2冷凍ｼｮｰｹｰｽ系統図 

CO2冷凍機の開発 【上市】 
（三洋電機株式会社 ⇒ パナソニック株式会社） 
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・温暖化防止 

・省エネルギー 

・総合的な環境負荷の低
減 

大手スーパーマーケット各社にて、過冷却ヒートポンプシ
ステムを試験的に導入。顧客の理解が進み今後はニーズ
が顕在化していくものと見込む。 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 店舗に実際に設置して実証データを蓄積することができた。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
 中間評価により開発進捗の適正化がなされた。事後評価によりプロジェクト全体
が俯瞰できる適切なまとめがされ、開発技術の位置づけが相対的に理解しやすく
なった。 

・波及効果、標準化活動等 
 排熱駆動の機器展開と、新規研究テーマ立ち上げの波及効果があった。時期を
見て、成果を学会投稿等予定。 

・製品名：冷蔵ショーケースおよびCO2冷凍機、過冷却
ヒートポンプ給湯機 

・開発した技術名：CO2冷凍機、別置形ショーケース、
過冷却ヒートポンプ給湯機の量産化技術 

・上市時期：2011年9月 
・製品のアピールポイント 
 冷凍システムの自然冷媒化に積極的な技術開発が
必要との方針に基づき、事業部門が中心となってプ
ロジェクト参加実施し、製品化に至った。 

・プロジェクト名 
 ノンフロン型省エネ冷凍空調システム開発 
・プロジェクト担当部 
 環境部 
・実施期間：2005～2010年度 
・プロジェクト概要 
省エネルギーの観点から総合的な環境負荷の低減を
目指し、オゾン層を破壊せず、その他の環境影響や温
暖化効果も小さい非フロン物質を冷媒に適用した、安
全性・快適性にも優れた冷凍空調機器・システムの改
良・開発を行う。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

 過冷却回路によるCO2冷凍機の概要 

別置形直膨式の冷凍冷蔵ショーケース
に過冷却回路を組み込んだ排熱給湯
システムを初めて開発。 

現行のHFC 機種に比べて年間消費電力

量を３３％以上削減する自然冷媒冷
凍システムを実用化した。 

代替フロン物質を削減する

技術開発を総合的・効率的 

かつ加速的に推進し、その

導入・普及を促進すること

により、環境・エネルギー・ 

経済のバランスのとれた持

続可能な社会の構築を図る。 

（写真：
NEDO 
プロジェク
ト実用化ド
キュメンタ
リー） 

O2冷凍ｼｮｰｹｰｽ系統図 

過冷却回路によるCO2冷凍機の開発 【上市】 
（三洋電機株式会社 ⇒ パナソニック株式会社） 
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・温室効果ガスの大幅削
減等、エネルギーに関わ
る環境問題の解決 

・ゼロエミッション石炭火
力の実現 

・クリーンコール技術の国
際競争力強化 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 メカニズム解明や大学等との連携により、開発の方向をある程度絞り込むこと
ができ、製品開発を加速に寄与した。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
 大学との連携による基礎からの研究。さらに、NEDO加速資金により品質の悪い
中国の石炭を輸入して評価することで、最近注目の中国炭に対するデータの先行
取得および広範囲の石炭性状に対するデータ取得できた。 

・波及効果、標準化活動等 
 外部講演；講演22件(海外10,国内12)，投稿3件(海外)。 
 分析法標準化：石炭及びガス中微量成分(Hg,Se)の分析法標準化に協力。 

・製品名：石炭火力発電所での燃焼排ガス処理システム実
用化開発 

・開発した技術名：大型燃焼・排煙処理試験、数値解析に
よるシミュレーションツールの開発、廃水処理技術の開発 

・上市時期：2015年 
・製品のアピールポイント 
 事前の特許調査や国内外の技術動向調査の結果を
反映させながら開発を進め、プロジェクト終了後も海
外の関連会社と協力して、環境規制や市場の動向を
把握し､受注機会を覗っている（米国・独）。 

・プロジェクト名  
ゼロエミッション石炭火力技術開発プロジェクト／ゼロエミッ
ション石炭火力基盤技術開発／石炭利用プロセスにおける
微量成分の環境への影響低減手法の開発／高度除去技術 

・プロジェクト担当部 環境部 
・実施期間：2008～2012年度 
・プロジェクト概要 
石炭火力から発生するNox,Sox,煤塵,石炭灰,有害微量元素
の内微量元素（水銀）に着目し、排ｶﾞｽ中の水銀挙動を明ら
かにし、大気への水銀排出量３μg/KWhを達成可能な燃焼
排ガス処理システムを開発する。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

 石炭火力発電所での燃焼排ガス処理シ
ステムの概要 

 ラボ試験、小型燃焼炉、大型燃焼装置を

用いて各機器の水銀挙動と、提案したシ
ステムの評価を行い、カナダ炭、水銀含有
量が多い中国炭、水銀付着の障害となる
高Ｓ炭においても水銀排出量を目標値で
ある３μg/kWh 以下にできることを確認。 

石炭焚ボイラの排煙処理プ

ロセスにおける水銀挙動を

明確にし、大気への水銀放

散を防止するための技術開

発を早期に実現する。特に、

中国への本技術の適用は

最近問題となっている

PM2.5を含めて有効である。 

（写真：バブコック
日立HP） 

大型燃焼炉
試験装置 

米国では水銀の排出規制が開始さ
れたが、CO2による地球温暖化や安
価なシェールガスの関連で新設の
石炭火力発電所が建設されていな
いため、受注には至っていない。 

高S炭対応
技術の検討 

石炭火力発電所での燃焼排ガス高度処理システム実用化 【製品化】 
（バブコック日立株式会社） 
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・世界でトップクラスの
温暖化対策技術の開
発 

  

・産業競争力の確保 

・新たな市場の発展 

・経済波及効果への期
待 

現在、当該保護ガスを使用して量産品のランニン
グチェンジは終了しており、7社が当該ガス採用を
決定。更に試作品を納入しており、2015年には増
産見込み。 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
共同実施他社や大学等との定期的な進捗実施状況や実施結果の共有をする
ことで、防燃発現メカニズムや各外的要因の具体的な数値について大学から
提供があり、より早く実現に向けた解決手段に多くのヒントを提供してもらった。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
共同プロジェクトの参加により上市時期が早まり、品質・性能が向上した。ガス
製造（セントラル硝子）とガス利用（アーレスティ）との連携。 

・波及効果、標準化活動等 
既存製品への成果の組み込みの波及効果があった。また、標準化活動も行っ
た。 

・製品名：Ｐａｎ Ｏｉｌ （使用ガスはZEM-SCREEN） 
・開発した技術名： ＳＦ6代替ガスの実用化技術 

・上市時期：2011年 
・製品のアピールポイント 
 本技術開発によって、当該プロセスにおけるCO2

排出量換算原単位で99%以上削減した。環境負
荷低減を顧客にアピールするアイテムにもなって
いる。 

・プロジェクト名 
   省エネルギーフロン代替物質合成技術開発 
・プロジェクト担当部  ： 環境部 
・実施期間：2002～2006年度 
・プロジェクト概要 
温室効果が小さく、かつオゾン層の破壊やその他
の環境への影響も少ないハイドロフルオロエーテ
ル類等のフッ素系フロン代替物質を経済的・工業
的に合成する技術の確立と、製造から利用までの
過程において約20％の省エネルギーを図ることを
目的として研究開発を実施する。 

NEDOプロジェクトの技術成果 

 マグネシウム鋳造用代替ガスの実用
化技術の概要 
ＳＦ6と同等の性能を持つマグネシウム鋳
造用カバーガスの実証試験を実施、実
機にて評価を行い、低GWP ガス（セント
ラル硝子）（OHFC-1234ze（E）、GWP =9）
の有効性を確認した。 

※ GWPとは：地球温暖化係数 (Global  Warming 
Potential) 。二酸化炭素を基準にして、 ほかの温室効

果ガスがどれだけ温暖化する能力があるか表した数
字  

開発技術のＣＤＭ（ク
リーン開発メカニズム）、
ＪＩ（共同実施）化により
世界規模での温暖化
抑止へ貢献 

（写真：財）素形材センターＨＰ： 
Vol.52（2011）No.1  SOKEIZAI） 

【自動車エンジン用オイル
パン】 
Mg-Al-Ca 系耐熱マグネシ
ウム合金MRI153M 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

プロジェクト終了後の実用化状況 

マグネシウム鋳造用代替ガスの実用化技術の開発 【上市】 
（株式会社アーレスティ） 
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・環境と調和した健全な経
済産業活動 
・安全、安心な国民生活 

2012年3月からほぼ毎月依頼がある。品質が認められれ
ば、数量が増える可能性はあり。 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 材料の選定などの時間がかかる実験を大学におこなってもらうことにより進行速
度があがった。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
プロジェクトへの参加により製品化の時期が早まり、また製品の性能や品質が向
上した。 

・波及効果、標準化活動等 
 新規研究テーマ立ち上げの波及効果があった。 

・製品名：マグネシウムスピーカーの防食膜コーティング 

・開発した技術名：金属３次元成膜の最適化塗装技術 
・製品化時期：2011年 
・製品のアピールポイント 
 成膜装置の仕様をバッチ式からインライン式に変更、
マグネシウム製品の中で対象をスピーカーに絞り製
品化した。成果は、株式会社Harmonic Uni-Brain に
継承。 

・プロジェクト名 
有害化学物質リスク削減基盤技術研究開発 
・プロジェクト担当部 
環境部 
・実施期間：2004～2008年度 
・プロジェクト概要 
人の健康や生態系へのリスクが懸念されるPRTR (環境
汚染物質排出移動登録制度)対象化学物質の中で、効
率的に削減が可能となる回収、無害化、代替物質生産、
代替プロセス等に関する実用化基盤技術を開発する。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

 マグネシウム材料の防食膜成膜 
 技術の概要 

VOC を使用せずにマグネシウム材料の

防食膜を成膜する世界初の技術「ポリ尿
素蒸着重合均一被膜技術」を確立、マグ
ネシウムスピーカーへ適用の見通しが
たった。 

リスクが懸念される化学物

質を、中小企業を含む事業

所等が自主的に回収、無害

化処理できる新しい技術を

国が主体となって開発し、

早期の導入・普及を促進す

ることにより、有害化学物質

の速やかな削減を図りなが

ら、事業者の自主管理の促

進を支援する。 

（写真： Harmonic Uni-Brain HP 蒸着重合法） 
真空処理装置及び真空処理プロセス 

（平成18年8月特許出願） 

マグネシウム材料の防食膜成膜技術の開発 【製品化】 
（シルバー精工株式会社 ⇒ 株式会社Harmonic Uni-Brain） 
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・環境と調和した健全な経
済産業活動 
・安全、安心な国民生活 

プロジェクトにおいて各分野の専門家が集まり、またプロ
ジェクト終了後には最初から製品化のターゲットを絞って
活動したことが上市に繋がった。 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 各分野の専門家が集まったことが上市に至った重要な要因となっている。プロ
ジェクトには製品の評価として参画。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
メカニズムの解明は、製品の性能向上に非常に役に立った。 

・波及効果、標準化活動等 
 新規研究テーマ立ち上げの波及効果があった。 

・製品名：マグネシウム合金製スピーカー振動板 
・開発した技術名：マグネシウム ポリ尿素成膜品の
標準化 

・上市時期：2012年4月 
・製品のアピールポイント 
 景気の後退により市場ニーズが変化する中、ター
ゲットを高級品に絞り開発。戦略的な標準化取得に
向けた検討をプロジェクト後半から行っていた。技術
力ポジションは世界１位と認識している。 

・プロジェクト名 
有害化学物質リスク削減基盤技術研究開発 
・プロジェクト担当部 
環境部 
・実施期間：2004～2008年度 
・プロジェクト概要 
人の健康や生態系へのリスクが懸念されるPRTR (環境
汚染物質排出移動登録制度)対象化学物質の中で、効
率的に削減が可能となる回収、無害化、代替物質生産、
代替プロセス等に関する実用化基盤技術を開発する。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

 マグネシウム材料の防食膜成膜 
 技術の概要 

VOC を使用せずにマグネシウム材料の

防食膜を成膜する世界初の技術「ポリ尿
素蒸着重合均一被膜技術」を確立、マグ
ネシウムスピーカーへ適用の見通しが
たった。 

リスクが懸念される化学物

質を、中小企業を含む事業

所等が自主的に回収、無害

化処理できる新しい技術を

国が主体となって開発し、

早期の導入・普及を促進す

ることにより、有害化学物質

の速やかな削減を図りなが

ら、事業者の自主管理の促

進を支援する。 

（写真：日本金属 
HP スピーカー
部品） 

真空処理装置及び真空処理プロセス 
（平成18年8月特許出願） 

マグネシウム材料の防食膜成膜技術の開発 【上市】 
（日本金属株式会社） 
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・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
プロジェクトメンバーにユーザー企業（ミサワホーム総研）が入ってきた
ことにより、ユーザーニーズからのフィードバックを得ることができた。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
後継の次世代ロボット知能化技術開発プロジェクト(2007～2011)におい

て、継続して研究開発を行うことで技術の高度化（特に安定性安全性の
向上）ができたことが挙げられる。 

・プロジェクト名：基盤ロボット技術活用型オープンイノベーション
促進プロジェクト 
・プロジェクト担当部：機械システム技術開発部 
・実施期間： 2008～2010年度 

・プロジェクト概要:少子高齢化に伴って社会環境が急速に変化
しつつある中、国際的にもトップレベルのロボット技術を生活環
境などの製造業以外にも活用することが期待されている。そこで
安全・快適にするアプリケーションシステムの開発と機能実証を
行う。 

・製品名：機能安全対応ロボットミドルウェア「ＲＴＭSafety」 

・開発した技術名：組込み向けロボットミドルウェア技術 
・上市時期：2012年5月より販売開始 
・製品のアピールポイント 
 技術について高度化した後に、機能安全対応ロボット
ミドルウェアとして製品化 

 

ネットワーク上にRTコンポーネントとしてRT
要素部品を参加させることを可能とする基
盤通信モジュールを開発し、またそれらの
基盤通信モジュール上で動作する軽量版
RTミドルウェア及びそれを利用する開発
ツールを現在のRTミドルウェアをベースにカ
スタマイズした。各RT要素部品すべてに高

機能なモジュールを付加する必要はなく、
低価格、省電力、小型化を実現した。 

本ＰＪで開発された組込みＲＴミドルウェアの技術・ノウ
ハウについて、次世代ロボット知能化技術開発プロ
ジェクトにおいて高度化したのち、機能安全対応ＲＴミ
ドルウェアとして製品化して販売を始めた。 

ロボット産業の将来性 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

組込み向けRTミドルウェアの高度化、安定性、安全性の向上 【上市】 
（株式会社セック） 
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・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
それぞれの分野のスペシャリストの企業、団体が集結して、意見を交わ
すことができたことと、プロジェクトで得たノウハウを製品に展開すること
でいち早くユーザーに使用してもらえたこと。 
・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
大学等との連携でプロジェクトで実証システムを作り上げたことで、開
発スピードが速くなったこと。お互いが保有している技術と不足している
技術を補完しあうことができて双方に有益であった。 

・プロジェクト名：基盤ロボット技術活用型オープンイノベーショ
ン促進プロジェクト 
・プロジェクト担当部：機械システム技術開発部 
・実施期間： 2008～2010年度 

・プロジェクト概要 
少子高齢化に伴って社会環境が急速に変化しつつある中、
国際的にもトップレベルのロボット技術を生活環境などの製造
業以外にも活用することが期待されている。そこで安全・快適
にするアプリケーションシステムの開発と機能実証を行う。 

・製品名：次世代ロボットシステム「SEED Solutions」 
・開発した技術名：次世代ロボットエンドエフェクタ構成
要素技術 

・上市時期：2011年から個別対応開始 
 社内品質審査を経て標準品として拡販予定 
・製品のアピールポイント 
 第5回ロボット大賞部門・ソフトウェア部門優秀賞受賞 
 

PLC(電力線通信）による通信機能を搭載し

た基盤通信モジュールで、低スペックの組
込みCPUで動作するCAN通信、Zigbee通信、
TOPPERSに対応した軽量RTミドルウェアで
ある。 
オープン仕様のRTミドルウェアの採用によ

り、異なるメーカーの設備機器が連携可能
である。 

複数の企業へ個別の対応を行っており、今後は年内を
目途に社内品質審査を承認されて拡販していく予定。 

ロボット産業の将来性 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

次世代ロボット向けエンドエフェクタ構成要素の開発 【上市】 
（ＴＨＫ株式会社） 
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・国際競争力の強化・維持 
・様々な分野における諸
課題の解決 
・ロボット以外の製品分野
（自動車・情報家電等）へ
の波及 現在は複数の企業へ個別受注対応を行っており、今後は

順次社内品質審査を承認され標準品として拡販していく。
出荷実績： 84案件 
※十分な開発成果が得られたが1テーマ1社のルールにより中間評価にてプ
ロジェクト中止 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 プロジェクト連携のスキームの中に実証機関企業があったため、ユーザーの意
見を実施期間中から反映することができた。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
 プロジェクト後、プロジェクトで得たノウハウを製品に展開し、いち早くユーザーに
使用してもらえた。 

・波及効果、標準化活動等 
  波及効果として、THKの既存アクチュエータへ組み込んで客先へサンプル販売
を実施。THK工場内の生産設備に使用。第11回計測自動制御学会 システムイン

テグレーション部門講演会。 

・製品名：次世代ロボット向けRTシステム「SEED 
Solutions」 

・開発した技術名：次世代ロボット向けエンドエフェクタ
構成要素技術 

・製品化時期：2009年2月 
・製品のアピールポイント 
 プロジェクトで実証システムを作り上げたことで、開
発スピードが速くなり、また、安全面でのノウハウを
獲得できた。 

・プロジェクト名 
戦略的先端ロボット要素技術開発プロジェクト 
・プロジェクト担当部 
技術開発推進部 
・実施期間：2006～2010年度 
・プロジェクト概要 
将来の市場ニーズ及び社会的ニーズが高いと考えられ
る「製造分野」、「サービス分野」及び「特殊環境下での
作業分野」の３分野において、国として取り組むべきミッ
ションを達成するためにロボットシステム又は要素技術
の開発を行う。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

 次世代ロボット向けRTシステム開発

の概要 

・小出力で低コスト・小型のシステムを
開発 
・出力制限装置回路設計完了 
・安全空間管理システム（ハードウェ
ア）を開発 

蓄積されたロボット技術を活

用して、ロボットの基盤的要

素技術及びシステム開発を

さらに推進することにより、製

造分野をはじめとする一部

の分野に限られているロボッ

ト適応分野を拡大し、ロボッ

ト産業を我が国における基

幹産業の一つに成長させる 

（写真THK ＨＰ： 次世代ロボット
向けロボットテクノロジーシステム
「SEED Solutions」 ） 
※ SEEDは、CAN通信をベースとした
相互通信、モータ制御、各種アクチュ
エータ制御、ネットワーク通信、さらに
開発・設定環境を統合的にラインナッ
プした、RT要素部品群 

設定された７つのミッション 

次世代ロボット向けRTシステムの開発 【製品化】 
（ＴＨＫ株式会社） 
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・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点： 
多くのRT開発の中で、音声認識技術の開発が重要とされた。これらの開発レ

ベルがどの程度必要であるかとの把握できた。これを踏まえて、目的に適した
レベルの今後の改良につながると予想される。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果： 
このような先取りしたRTシステムの開発は市場ニーズを喚起する対策が必要
で、1企業でできるものではない。国の指導等の下で市場の創出が必要になる

と予測される。 

・プロジェクト名：戦略的先端ロボット要素技術開発プロジェクト 

・プロジェクト担当部：機械システム技術開発部 
・実施期間： 2006～2008年度 

・プロジェクト概要：我が国に蓄積されたロボット技術を活用して、ロボット
の基盤的要素技術及びシステム開発をさらに推進することにより、製造分野
をはじめとする一部の分野に限られているロボットの適応分野を、技術開発
や制度整備等を通じて、生活，福祉介護や災害救助などの様々な分野に拡
大することで、ロボット産業を我が国における基幹産業の１つに成長させるこ
とを目的とする「ロボット・新機械イノベーションプログラム」の一環として実施
します。 

・製品名：高齢者対応コミュニケーションRT 

・開発した技術名：高齢者対応コミュニケーションRTシステ
ム 

・上市時期：2009年 

・製品のアピールポイント 
 本件のRTは十分に対話型RTとして活用できることからイ

ベント等への活用に人気を博している。 

・超高齢化社会の到来を予
測して、人手不足を補うた
めの対話型ＲＴシステムを
開発したもので、現在で
はRTのコストが高いため、

あまり活用のニーズは出
ていないが、将来的には
24時間体制の対応に必

要な時期がくることが予想
され、活用が期待される。 

当該企業は、高齢者対応コミュニケー
ションRTシステム開発のステージゲート

評価により不通過となった。評価後サー
ビス分野では事業化の可能性を踏まえ
て「音声認識を用いたコミュニケーション
技術」に絞られた。この段階で当該企業
は開発を中断した。 

7つのミッション 

本プロジェクトの中間目標では、３分野７テーマ、１
８グループ全てがプロトタイプロボットシステムによ
るデモンストレーションを行った。 
・本件はステージゲートによる評価において採択さ
れず、事業化の開発は中断した。 
・高齢者対応コミュニケーションロボットは市場
ニーズがあるもののコストも高く、実用に供されて
いない。 
・現在、このRTは、イベント用としてはかなりのニー
ズがあって活用されている。 

コミュニケーションRT 
「wakamaru」 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

高齢者対応コミュニケーションＲＴシステム 【上市】 
（三菱重工業株式会社） 
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・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点：技術面だけでなく、
事業化の面についてもプロジェクト推進委員から指導を受けたことおよ
び、ステージゲート制度が導入されたことにより実用化・事業化を強く意
識したプロジェクトが実施できた。その効果が成果の実用化に結びつい
た。本プロジェクトは製造分野以外のロボット市場の創出に向けての足
がかりになる。 
・NEDOプロジェクトによる追加的な効果：開発成果の普及において、
ニュース発表、実証試験の実施など開発者だけでは出せない大きなイ
ンパクトがある。 

・プロジェクト名：戦略的先端ロボット要素技術開発プロジェクト 
・プロジェクト担当部：機械システム技術開発部 
・実施期間： 2006～2010年度 

・プロジェクト概要：建設現場から排出される廃棄物を０とすることを
目指して、本ミッションでは、①建物解体現場、②中間処理場、③最終
処分場での適用のうち、①建物解体現場に焦点を当て、ロボット技術
による解体・選別作業効率、建物解体中におけるオペレータ、作業員
の安全性確保,周辺の住民の安全性などの向上を実現します。 

・製品名：ASTACO NEO 
・上市時期：2012年 

・製品のアピールポイント 
 双腕型のマニピュレータで二本の腕を協調して作業
を行うことができる。また、左腕が根元から横方向に
倒れる構造であるなど、複合材分離などの作業に最
適な構成である。 

建物解体現場だけでなく
産業廃棄物中間処理場
や最終処分場等などの
廃棄物関連作業はもと
より、激甚災害時の救
助や復興などへの波及
効果も期待できる。 

・建物解体時に発生する実際の廃棄物
を次世代マニピュレータにより分離を行
い、分離した廃棄物5品目(コンクリート、
鉄、アルミ、木材、プラスチック) を画像

処理により材質を判定し、材質ごとに選
別が可能な廃棄物選別システムを開発
し、目標機能を達成した。 
・次世代マニピュレータは、危険な場所
での作業に向け、遠隔操作やオペレー
タの操作支援システムなどを開発し、目
標機能を達成した。 

・プロジェクト終了後3年を目途にプロジェクトの成果
を活用し、事業化を行う。 
・平成21～22年度は、成果普及のために、公開デ

モンストレーションやユーザーの現場での実証試験
を積極的に実施。 
・実用化・事業化は、システム全体の完成にこだわ
らず、要素技術ごとに環境計測システムや次世代
マニピュレータなど可能なものから進めている。 

東日本大震災被災地支援。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

建設系産業廃棄物処理ＲＴシステム 【上市】 
（東急建設株式会社、日立建機株式会社） 
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・国際競争力の強化・維持 
・様々な分野における諸課
題の解決 
・ロボット以外の製品分野
（自動車・情報家電等）への
波及 

今後も開発を継続して機能充実を図ると共に 一般顧客へ
の展開を進めていく。 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 研究開発実施場所である研究所と,事業化場所である製作所との製品化に向けた
連携、 情報交換など。プロジェクト終了後も研究所から製作所への技術移管と技術
的なサポート、事業化スケジュールの共有を行っている。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
 メカニズム解明や大学等との連携による製品機能の向上。 追加資金により要素技
術開発の追加試作を実施し、より詳細な性能データが取得できた。 

・波及効果、標準化活動等 
 論文投稿, 学会発表を行った。波及効果として、性能向上を目的とした当社ロボット

への技術適用、生産性向上を目的とした社内工場における生産ラインへの技術適用
を実施。 

・製品名：力覚制御機能, 3Dビジョンセンサ 
・開発した技術名：力覚制御技術の性能向上に関する
技術、3次元ビジョン認識技術の性能向上 

・製品化時期：2011年11月 
・製品のアピールポイント プロジェクトで開発した力覚
制御機能は、2011年11月販売開始の産業用ロボット
コントローラに標準搭載され、製品化されている。ま
た、開発技術が適用された3Dビジョンセンサは、
2013年2月に製品化されている。 

・プロジェクト名 
戦略的先端ロボット要素技術開発プロジェクト 
・プロジェクト担当部 
技術開発推進部 
・実施期間：2006～2010年度 
・プロジェクト概要 
将来の市場ニーズ及び社会的ニーズが高いと考え
られる「製造分野」、「サービス分野」及び「特殊環境
下での作業分野」の３分野において、国として取り組
むべきミッションを達成するためにロボットシステム
又は要素技術の開発を行う。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

セル生産向けロボット知能化技術の概要 
力覚制御や3Dセンシング技術（小型3Dセ

ンサヘッド、高速認識アルゴリズム等）を
開発。 これらの要素技術を統合し、柔軟
物を含むFA製品の組立作業用ロボット実

証システムを製作、これまではロボットで
扱うことが出来なかったコネクタ付ケーブ
ルを含む製品の組立を、人とほぼ同等の
速度で組み立てられることを確認した。 

蓄積されたロボット技術を活

用して、ロボットの基盤的要

素技術及びシステム開発を

さらに推進することにより、製

造分野をはじめとする一部

の分野に限られているロボッ

ト適応分野を拡大し、ロボッ

ト産業を我が国における基

幹産業の一つに成長させる 

開発した小型3 次元センサにて従来距離計測が困難な
黒ケーブルを対象物とした場合の評価を実施 
  （ダイナミックレンジ+階調補正効果比較） 

（写真： 
三菱電機
HP） 

セル生産向けロボット知能化技術の開発 【製品化】 
（三菱電機株式会社） 
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・国際競争力の強化・維持 
・様々な分野における諸
課題の解決 
・ロボット以外の製品分野
（自動車・情報家電等）へ
の波及 

加速資金によりユーザーテスト用のサンプル供給ができ
た。 
※中間評価（ステージゲート実施）によりプロジェクト中止 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 開発した技術の高さが製品のアピールポイントになっている。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
 目に見える成果を出したことにより、社内の上市・製品化のハードルを超えられ
た。Only Oneの技術を開発したことで社内の研究開発部門と事業部門とが連携。 

・波及効果、標準化活動等 
 同志社大学、立命館大学での講義、高校生向けサイエンスキャンプを実施。新
規製品の開発の波及効果があった。 

・製品名：セグメントセンサ、ssVision 
・開発した技術名：性別年齢推定技術を用いた自動
マーケティング調査技術の実用化 

・上市時期：2011年6月 
・製品のアピールポイント 
 プロジェクト参加により、技術力におけるポジションが
上がった。成果を、商業施設の顧客分析、自動販売
機の顧客分析に応用している。 

・プロジェクト名 
戦略的先端ロボット要素技術開発プロジェクト 
・プロジェクト担当部 
技術開発推進部 
・実施期間：2006～2010年度 
・プロジェクト概要 
将来の市場ニーズ及び社会的ニーズが高いと考えられ
る「製造分野」、「サービス分野」及び「特殊環境下での
作業分野」の３分野において、国として取り組むべきミッ
ションを達成するためにロボットシステム又は要素技術
の開発を行う。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

  顔センシング技術・ 
  セグメントセンサの概要 
顔センシング技術：高齢者認識に対応し
た性別年代推定技術の精度向上と高齢
者の特定表情推定機能のプロトタイプの
実現 
顔情報計測の開発：リアルタイム顔情報
計測法とマルチモーダル対話システムの
構築 

蓄積されたロボット技術を活

用して、ロボットの基盤的要

素技術及びシステム開発を

さらに推進することにより、製

造分野をはじめとする一部

の分野に限られているロボッ

ト適応分野を拡大し、ロボッ

ト産業を我が国における基

幹産業の一つに成長させる 

（写真： 
オムロンＨＰ： セグメントセンサ） 

設定された７つのミッション 

（オムロンＨＰ： インテリジェント映像管理システム「ssVision」（商標出願中） ） 

顔センシング技術・セグメントセンサの開発 【上市】 
（オムロン株式会社 ⇒ オムロンソーシアルソリューションズ株式会社） 
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・移動群ロボット分野への適
用（課題：無線通信距離、データ圧
縮を含む負荷軽減技術） 
 
・ロボット類似分野への応用 
例：製造業などにおける移動体通
信領域への応用（移動クレーン等） 
 
・新規分野への応用 
 - 小型携帯端末分野 
 - 次世代IPカメラ機器分野 

2005年上市済み製品（汎用向け）にNEDOﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを通じて得た
ロボット向け要件機能を加えることで移動ロボット市場にも展開。
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ後も性能向上開発を継続中。 出荷台数： ロボット(他の
移動体含む）関連 4案件合計 10ｼｽﾃﾑ（1ｼｽﾃﾑ3－7台構成） 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
レスキューロボットへの適用開発を通じて、高温になりやすいロボット筐体内での安定稼
動、現場における短時間での設置・稼動といった機能改良を実現し、上位機種の性能向
上につながった。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
幅広い研究機関との協業を通じた技術力向上、若年研究者の新規雇用。 
・波及効果、標準化活動等 
当プロジェクトを通じて得た災害救助ロボットにおける無線通信に関わる課題を整理し総
務省へ報告（特定実験局申請（2010年））。 東北地方太平洋沖地震後の原発対応ロボッ
ト設計討段階で弊社が得たこれらの知見（無線通信要件・課題）を開発担当企業へ提供。 

・製品名：ロボット間通信用 RMR（Rokko Mesh Router） 
・開発した技術名：ロボット現場適用のための既存RMR製品

の耐環境性能の大幅向上とバッテリー・アンテナ一体型ユ
ニットへの応用開発など可用性向上 

・上市時期：RMR（2005年上市済）改良後継機 
 プロジェクトにて採用した部材を取り入れ耐環境性能を向

上 した 上 位機 種 を 上市 。  2009年 : RMR9000、2011 年 : 
4.9GHz対応機種 RMR9000J 

・製品の利用例 
 消防等関連システムの遠隔操作探査ロボット の内蔵通

信機構として採用。プラント内クレーンシステムへの搭載。 

・プロジェクト名 
戦略的先端ロボット要素技術開発プロジェクト 
・プロジェクト担当部  技術開発推進部 

・実施期間：2006～2010年度 
・プロジェクト概要 将来の市場ニーズ及び社会的ニーズ
が高いと考えられる「製造分野」、「サービス分野」及び「特殊
環境下での作業分野」の３分野において、国として取り組む
べきミッションを達成するためにロボットシステム又は要素技
術の開発を行う。  
 本件は、【特殊環境用ロボット分野】被災建造物内移動RT
システム、閉鎖空間内高速走行探査群ロボットの開発。 

 
 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

 無線通信システムの概要 
耐振動、耐高温環境性能を考慮したロボット向
けメッシュ型無線通信機器。 
地下街実証試験・消防訓練塔実験等を通じて
約700m範囲で災害救助ロボットの遠隔操縦を

実現。有線・無線ハイブリッド・メッシュ・ネット
ワーク技術により通信容量を確保し、同時に
無線メッシュ機能による中継ローミングの低遅
延を実現。 

ユビキタス、クラウドで表現される

先端情報通信技術をロボットに適

用しロボット応用分野の拡大に努

める。ソフトウェア技術、通信技術

の分野からロボットの実用化に貢

献することでわが国のロボット産業

競争力の向上に貢献。 

閉鎖空間内高速移動探査群ロボットの成果イメージ 

（写真：シンクチューブＨＰ：  
RMR9000シリーズ ） 

無線通信システムの開発 【上市】 
（株式会社シンクチューブ） 
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・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点：製品化時期の早期化、性
能向上、コスト削減、新規事業の創出、新規顧 客の獲得に効果があった。共同研究
先に協力いただき、各種検討を分担することで、開発を加速することができた。自社に
トランスジェニック鶏飼育施設を建設したことにより、各種検討を加速することができた。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果：当該プロジェクトにより、生産技術の
基礎が確立でき、その後の研究開発および公的プロジェクトより、生産性の向上や製
品開発（当該技術により生産したタンパク質医薬品の有効性、安全性の評価など）を
実施できている。  

・波及効果、標準化活動等：具体的な開発品をベースに当局（農水省、厚労省）
と協議を進め、新規な生産技術の標準化を進める。特に卵白由来不純物については、
安全性の検証が必要。 

・プロジェクト名：バイオプロセス実用化開発 
・プロジェクト担当部：バイオテクノロジー・医療技術開発部 
・実施期間：2004～2006年度 

・プロジェクト概要：高機能化学品、有用タンパク質等の物質生
産に対して、従来の生産プロセスに比べて生産効率の大幅な向
上、生産コストの大幅な削減、従来プロセスでは生産困難なタン
パク質を生産するバイオプロセスの実用化を目的とした技術の
開発を行う。 
・委託研究：名古屋大学大学院 工学研究科 教授 飯島信司 

・製品名：貧血治療薬  
・開発した技術名：トランスジェニック・ニワトリ 
   を用いた有用タンパク質生産系 
・製品化時期： JSTの助成事業（委託開発）に採択、
実用化開発を実施中。2012年度中は生産体制
整備に注力し、順次薬事開発を開始する計画。 

 関連特許（特願2007-521105、特願2006-234259、
特願2005-095758、特願2005-097792 

・製品のアピールポイント 
 難発現タンパク質の生産。カルタヘナ法に準じた、
第2種使用の確認申請受理（農水省）。 

・他のタンパク質発現系では生産困難
な有用タンパク質を生産することが
できる。 

・他宿主（CHO細胞や微生物）を用いた

生産系と比較し、卵白由来の不純物
種は知られており（約20種類）、精製
時の不純物規格が容易である。 

・トランスジェニックニワトリで生産した
有用タンパク質は、糖鎖が不十分で
あることが知られており、そのため、
人為的な糖鎖改変技術を開発中で
ある。 

・一方で、完全抗体の場合、ニワトリ特
有の糖鎖構造がADCC活性を高める
ということが知られている。 

・また、競合技術であるCHO細胞系と

比較して、コスト優位な生産性である
と考えており、安価なタンパク質医薬
品の提供により、医療費の削減が見
込まれる。 

ヒト用および動物 
用バイオ医薬品 

①タンパク質の高発現技術 
・モデルタンパク質で、医薬品

としての実用化が可能な生
産性を達成。 

・キメラでない完全組換え体
（G1）を作製 

②卵白からの精製 
 抗体やサイトカインなどの精

製法を確立し、生理活性を
確認した。 

③トランスジェニック・ニワトリ
の精子採取、凍結保存、人
工授精による繁殖技術。 

トランスジェ
ニック・ニワト
リに染色体
（矢印）が導
入された遺伝
子 

実用化見通し 
１）有用タンパク質の安価供給に目途 
２）卵白中のタンパク質生産量は通年 
  で安定 
３）卵白からの有用タンパク質の精製法 
  の確立 
４）カルタヘナ法に準じた、第2種使用の 
  確認 申請受理（農水省） 

NEDOプロジェクトの技術成果 将来期待される 
経済的・社会的効果 

プロジェクト終了後の実用化状況 

トランスジェニックニワトリによる有用タンパク質の生産 【製品化】 
（株式会社カネカ） 
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・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点：生産された組換え
HGFの有効性の確認、実生産規模での生産見通しが得られ、品質の向

上、コスト削減、新規事業の創出に効果があった。 
・NEDOプロジェクトによる追加的な効果：大量生産のための基本技術と
生産設備が得られた。取得した施設や成果を応用することで、他の組
換えタンパク製剤からなる動物用医薬品の開発が進みつつある。 
・波及効果、標準化活動等：当初の期待通りであった。  
 

・プロジェクト名：バイオプロセス実用化開発 
・プロジェクト担当部：バイオテクノロジー・医療技術開発部 
・実施期間：2004～2006年度 

・プロジェクト概要：高機能化学品、有用タンパク質等の物質生
産に対して、従来の生産プロセスに比べて生産効率の大幅な向
上、生産コストの大幅な削減、従来プロセスでは生産困難なタン
パク質を生産するバイオプロセスの実用化を目的とした技術の
開発を行う。 

・製品名：組換えネコHGF注射剤（商品名検討中）  
・開発した技術名：動物用医薬品として利用する  
      組換えタンパク質製造バイオプロセス 
・上市時期：2015～2016年を予定 
 動物用医薬品のGCPに基づいた臨床試験(治験)
を実施中で、農林水産省に動物用医薬品として
の申請を行い、薬事・食品衛生審議会での審議
を経て、承認許 可を取得後、製造し販売する予

定 
・製品のアピールポイント 
 生産された組換えHGFの製剤化技術の確立   

取得した施設や成果を応用 
することで、他の組換えタン 
パク製剤からなる動物用医薬 
品の開発が進みつつある。生 
産効率の向上、生産コストの 
低減もしくは従来プロセスで 
生産できなかった高機能品の 
生産のいずれかを達成した 
バイオプロセスについては、 
化学工業プロセスの一部を代 
替し、もしくは新規に参入する 
ことが可能であり、環境調和 
型・循環産業構造への転換 
および市場の拡大に寄与す 
ると予想される。  

・カイコ-バキュロウイ 
ルス生産プロセスを用 
い、ネコプロ型HGF生 
産プロセスを２倍にす 
る基本技術構築(小規 
模実製造実験)の基本 
技術確立に成功。また、 
作製されたネコプロ型 
HGFの各種試験を行 
い、モデル系で猫慢 
性腎不全の治療効果 
（活性）を確認。 
・実証レベルでの生産 
プロセスの開発のため 
に、大規模実験施設を 
建設し、設備を購入設 
置し、実生産レベルで 
ある４万頭規模での実 
生産レベルの実生産 
に目途をつけた。 

①改良され作製された 
「ネコHGF注射用サン 
プル」 
②生物活性(MDCK細 
胞の遊走活性)確認(対 
照との比較) 
③精製度の確認 
(逆相HPLC分析) 

NEDOプロジェクトの技術成果 将来期待される 
経済的・社会的効果 

プロジェクト終了後の実用化状況 

組換えネコHGF(肝細胞増殖因子)を用いた動物用医薬品の研究開発 【製品化】 
（日本全薬工業株式会社） 
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・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点：大学等との連携により、
自社が持ち合せていない技術の導入ができたこと、他機関が持つターゲットを
利用した実証検討を行うことができたこと。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果：プロジェクトにより開発した内容
を他のプロジェクトでも応用し、ピンポイント蛍光標識技術による新規蛍光免
疫測定系の開発を行った。 

・プロジェクト名：化合物等を活用した生物システム制御基盤技術 

・プロジェクト担当部：バイオテクノロジー・医療技術部  
・実施期間： 2006～2008年度 

・プロジェクト概要：本プロジェクトでは、完全長cDNAリソースや、世界最

高レベルのタンパク質の相互作用解析技術等を最大限に活用し、創薬ター
ゲット候補の絞り込みを行う。世界最大規模の天然化合物ライブラーを最大
限活用することにより、タンパク質ネットワークを制御する新規骨格化合物等
（医薬品候補）を効率良く取得する基盤技術を開発する。得られた生理活性
物質は、薬効や毒性評価を行い、医薬開発のプラットフォームとして提供し、
これらの成果は、医薬開発の加速化につなげる。 

・製品名：タンパク質相互作用検証のためのク
ローン 

・開発した技術名：タンパク質の細胞内局在を測
定する創薬スクリーニングシステム技術 

・製品化時期：PJ終了後商品メニューに加えてい

る。 
・製品のアピールポイント 
 蛍光タンパク質を融合させて細胞内で発現させ

るハイスループットに測定するシステム 

・タンパク質相互作用検証に
よって、相互作用が可視化
可能であり、大規模スクリー
ニング系が 

可能になった15 系統のスク
リーニング系に対して、30 種
類の大量in vitro メモリーダ
イタンパク質 

の供給を行ない、約10 万～30 
万化合物スクリーニングを成
功させた。 

・無細胞タンパク質合成試薬
(RYTS kit)の販売開始し、こ

の合成試薬を用いた機能解
析用ピンポイント標識タンパ
ク質の受託合成を始めた。 

エントリクローン出荷状況 
創薬開発を加速するタン
パク質発現リソース 

RYTS (Remarkable 
Yield Translation 
System) Kit： 

タンパク質相互作用の探索および検証のた
めのタンパク質発現および解析： 
タンパク質相互作用の探索および検証のた
めのクローンは、NEDO プロジェクトで構築し
てきた世界最大規模のヒト完全長cDNA ライ

ブラリーを活用し、あらゆる遺伝子に対して
迅速に供給した。これまでに各チームに作
製、供給したヒト遺伝子リソースは、約1,600 
クローンに達した。また、ヒトタンパク質のN 
末またはC 末に蛍光タンパク質を融合させ

て細胞内で発現させ、タンパク質の局在を
ハイスループットに測定するシステムを用い
てタンパク質の細胞内局在を指標にした創
薬スクリーニング系を構築した。 

・クローン供給の内訳は以下のとおりである。 
ネットワークチーム：1,640 クローン、東京大学・菅チー
ム：35 クローン、スクリーニングチーム：6 クローン、スク
リーニングチーム（酵母・吉田チーム）：10,000 クローン、
スクリーニングチーム（酵母・水上チーム）：10,000 クロー
ン 
・in vitro メモリーダイ法によるタンパク質相互作用検証の

ハイスループットタンパク質合成(436 種のin vitro メモリ

ーダイタンパク質をイメージングチームに供給)、スク

リーニングに用いる大量タンパク質供給を行なった。 

NEDOプロジェクトの技術成果 将来期待される 
経済的・社会的効果 

プロジェクト終了後の実用化状況 

タンパク質ピンポイント蛍光標識技術を利用した新規測定法の開発 【製品化】 
（株式会社プロテイン・エクスプレス） 
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・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点： 
プロジェクトメンバーの同項目の開発者の中にAmalgaam㈲が入っており、蛍光タンパ
ク質改良によるキット製品の販売委託が可能となった。蛍光蛋白質断片に対する抗体
作製を通じ、より微細な標的に対する抗体作製法の技術的な進展が達成された。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果： 
開発した製品をプロジェクトの途中で商品化したことにより中間段階で終了し、商品の
メニューが増加したこと、また事業化を促進できたことが挙げられる。商品化された抗
体はFluo-Chase Kitの有効性を補完するために有効なものであり、同Kitの売上増加
に寄与するものであった。 

・プロジェクト名：化合物等を活用した生物システム制御基盤技術/ 
 タンパク質間相互作用の可視化から統一的なスクリーニング系の構
築 （イメージングチーム） 
・プロジェクト担当部：バイオテクノロジー・医療技術部  
・実施期間：2006～2008年度 

・プロジェクト概要：生物活性が高く、ケミカルスペースの大きな天然物を
用いて、蛍光タンパク質技術を応用した汎用性の高いタンパク質制御物質の
スクリーニングを開発します。蛋白質間相互作用を解析する蛍光イメージング
技術を中心に（メモリーダイ法）、スクリーニング系を効率よく構築するための
基盤技術を研究開発します。 

・製品名：蛍光タンパク質検出用モノクローナル抗体 

・開発した技術名： mKG-N 末端側断片、mKG-C末端側断

片を検出するモノクローナル抗体技術 
・上市時期：抗体；2007年11月、解析キット；2007年7月 

・製品のアピールポイント 
 蛍光タンパク質による測定キットやモノクローナル抗体作

成のメニューの品揃え 

・タンパク質相互作用のスクリー
ニング系として産業応用可能な
高度化を図る場合、一つのアッ
セイ系ではなく、幾つかのアッセ
イ系を選択できることが重要で
ある。インビトロ・スプリットルシ
フェラーゼ法の開発はこうした
アッセイ系の一つとして重要で、
また蛍光偏光法、マルチカラー
イメージングによる共局在解析、
FRET 指示薬の開発を行ない、

それらに使用する蛍光タンパク
質の改変、改良を行った。 

・大量スクニリーニング処理の短
時間開発、費用削減等に効果
が期待される。 

・大規模スクリーニングにメモリーダイアッセ
イを選択し、必要に応じてタンパク質のドメイ
ン化、局在化、リンカー検討、シグナル配列
削除等を行い、30 種で蛍光シグナルを検出
した。 
・in vitro メモリーダイ薬剤探索アッセイの高

効率化：膨大な天然物をスクリーニングする
ために、このアッセイ系を構築、15 種、延べ
3,264,576 アッセイを実施した。 
・光タンパク質に対するモノクローナル抗体
の開発：3 種（蛍光タンパク質mKG 全長、N末
端断片、C 末端断片）、9 クローンのモノク
ローナル抗体が得られた。 

・同研究所では、mKG-N 末端側断片、mKG-C 末端側断片を
検出するモノクローナル抗体を開発し、両抗体とも2007 年
11 月、販売を開始した。 
・メモリーダイ蛍光タンパク質Kusabira-Green (mKG)を改良し
たタンパク質間相互作用解析キットFluo-Chase Kit を
Amalgaam㈲は製品化し、2007 年6 月、㈱医学生物学研究
所から販売を開始した。 
・Amalgaam㈲では、FRET ドナー用蛍光タンパク質単量体
Umikinoko-Green (mUkG)の販売を、2008 年に開始した。 

NEDOプロジェクトの技術成果 将来期待される 
経済的・社会的効果 

プロジェクト終了後の実用化状況 

新たな蛍光タンパク質類に対する検出用抗体の開発 【上市】 
（株式会社医学生物学研究所） 
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・内在性のタンパク質複合体を、抗体を結合
した磁性ビーズで免疫精製し、得られた複合
体をショットガン法を用いて質量分析で同定
している。 
・開発された非特異的タンパク質低吸着な磁
性ビーズと本プロジェクトで作成した高親和
性抗体を用いることで内在性タンパク質を1
万倍以上濃縮することが可能となり、10cm 
dish 1枚程度の細胞から複合体を同定。 
・これまでのタグをつけて強制発現により相
互作用候補タンパク質を同定しているプロテ
オミクスと異なる。 
 
 
 
 
 

 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点： 
新規事業の創出、新規 顧客の獲得に効果があった。 
・NEDOプロジェクトによる追加的な効果： 
論文を見て海外メーカーがコンタクトしてきた。新規顧客との関係構築
や事業機会獲得に一定の効果があった。  
 

・プロジェクト名：新機能抗体創製技術開発 
・プロジェクト担当部：バイオテクノロジー・医療技術開発部 
・実施期間： 2006～2010年度 
・プロジェクト概要：(1)膜タンパク質及びその複合体等の機能を
有した抗原の系統的な産生技術開発、(2)高特異性・高親和性・
高機能生を有する抗体の効率的な創製技術開発、(3)抗体を系

統的に創製するための基盤技術及び創製された抗体の評価、
(4)タンパク質リガンド技術開発、(5)高効率クロマト担体技術開
発、(6)溶出工程技術開発を行う。 

・製品名：明らかに出来ない 
・開発した技術名：磁気ビーズを用いる高感  
  度プロテオミクスによるタンパク質複合体  
  の解析 
・製品化時期：相手該社と供給契約の締結 
  作業中 
・製品のアピールポイント 
 稀少な生物材料を使用し、磁気分離や再分
散の操作性が容易な粒子材料を使用した高
感度な検出系 

核内受容体は、結合するリガンドに 
依存して標的遺伝子群の転写を活 
性化したり、抑制して、高等生物の 
分化・発生、個体機能維持などの 
役割を果たしている。その制御にお 
いて、受容体・リガンド複合体に対 
して刺激に応じて結合する様々な 
コファクター（転写共役因子）が存 
在し、これを同定することは核内受 
容体を標的とする創薬において重 
要な手がかりとなる。副作用の少な 
い治療薬の開発には複合体の解 
析が必須である。 

タンパク質複合体の解析例(HNF4a複合体) 

ショットガンプロテオミクスによる複合体解析 

NEDOプロジェクトの技術成果 将来期待される 
経済的・社会的効果 

プロジェクト終了後の実用化状況 

磁気ビーズを用いる高感度プロテオミクスによる蛋白質複合体の解析 【製品化】 
（財団法人バイオインダストリー協会（ＪＳＲ株式会社）） 
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・シリカモノリス構造最適化 
マクロポア径およびメソポア径の制御方
法を確立、抗体の動的結合容量とシリカ
モノリス構造の関係を明らかとした。 
・シリカ表面への官能基導入技術の開発 
反応試薬の選定、反応条件の確立により、
シリカゲル表面のへのアミノ基、エポキシ
基を導入 
・耐酸性、耐アルカリ性の向上 
シリカモノリス原料としてケイ素-炭素結合
を有する化合物を使用。 
・統制解析用アレイ基板の開発 
スポッティング可能、UV透過性、溶媒の

送液が可能なシリカモノリス膜をシリカガ
ラス表面に形成。 
 
 
 
 

 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点：上市製品化時期の
早期化、性能・品質向上、コスト削減、新規事業の創出、 
 新規顧客の獲得に著しい効果があった。 
・NEDOプロジェクトによる追加的な効果：メカニズムの解明や大学等と
の連携は、製品の企画、品質の安定、コスト 
 の削減において非常に役に立った。 
・波及効果、標準化活動等：当初の期待通りであった。 

・プロジェクト名：新機能抗体創製技術開発 
・プロジェクト担当部：バイオテクノロジー・医療技術開発部 
・実施期間： 2006～2010年度 
・プロジェクト概要：(1)膜タンパク質及びその複合体等の機能を
有した抗原の系統的な産生技術開発、(2)高特異性・高親和性・
高機能生を有する抗体の効率的な創製技術開発、(3)抗体を系

統的に創製するための基盤技術及び創製された抗体の評価、
(4)タンパク質リガンド技術開発、(5)高効率クロマト担体技術開
発、(6)溶出工程技術開発を行う。 

・製品名：Ex-Pure 抗体精製用カラム 

・開発した技術名：抗体精製用カラム 
・上市時期：抗体精製キットとして、3種類の製品を販
売中。・Ex-Pure スピンタイプ（2010年9月）、Ex-Pure 
シリンジタイプ（2011年4月）、Ex-Pure 96ウェルプ
レート（2012年3月） 

・製品のアピールポイント 
 抗体精製が2分で完了、一度に多検体評価が可能、
一度に10mL分の培養液から抗体精製が可能 

海外メーカーの主流製品 
と比べ、高効率なだけで 
なく、高品質の抗体が精 
製でき、スケールアップ 
が可能になれば、コスト 
低減の分離精製技術とし 
て実用化が期待できる。 
スケールアップについて 
は、どの程度のコスト削 
減が可能かについて数 
値として示し、競争力を 
アピールする必要がある。 
既に広く用いられている 
海外企業のシステムに 
比べ、低廉性や簡便性 
などの商品開発的な視 
点からのアプローチが重 
要である。 

Ex-Pure ProA or ProG(スピンカラムタイプ) 

簡易に抗体を精製・回収でき、各工程での通 
過液のタンパク質量を定量的に測る事が 可能 

NEDOプロジェクトの技術成果 将来期待される 
経済的・社会的効果 

プロジェクト終了後の実用化状況 

低コストなタンパク質の精製を実現するための装置開発 【上市】 
（財団法人バイオインダストリー協会（株式会社京都モノテック）） 
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・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点：有識者の意見・助言
を反映させつつ、当技術の効果や安全性を高めることができ、結果とし
て早期の上市に至った。また、「微生物によるバイオレメディエーション
利用指針」に基づく安全性評価を速やかに行うことができた。さらに、
（財）電力中央研究所・東北学院大学との連携により、研究発表や特許
出願の機会が増え、スムーズな製品化・上市の一助になったと考える。 
・NEDOプロジェクトによる追加的な効果：技術推進委員会で、パブリッ
クアクセプタンスに対する考え方について、有識者の意見をうかがうこ
とができ、その後の事業展開に役立てることができた。標準化の促進
は当初の期待通りであった。 

・プロジェクト名：生分解･処理メカニズムの解析と制御技術の開  
発 
・プロジェクト担当部：バイオテクノロジー・医療技術開発部  
・実施期間： 2002～2006年度 

・プロジェクト概要：有機性廃棄物の嫌気処理や土壌中難分解
性物質の分解を対象  に､嫌気性微生物を中心に微生物群の構

成や機能を解析し､主要微生物をモニタリングしつつ､それら微
生物を制御する手法を発することにより､生分解関連微生物研
究基盤を強化することを目指す｡ 

・製品名：クリオーグ・パワーバイオ法 
・開発した技術名：バイオオーグメンテーション技術 
・上市時期：2012年上市。既に１号機を受注。 

・製品のアピールポイント 
 塩素化エチレン分解コンソーシアを汚染地下水中
に導入することにより、浄化を促進、加速させる。 

・日本ではメタン発酵や嫌気性 
微生物によるバイオレメディ 
エーション分野は特に欧米に遅 
れていた。そのハンディを取り 
戻すためには、嫌気性菌の利 
活用およびそれらの機能の解 
析、高効率化、育種等の基盤 
技術の開発が必須である。 
・公共性の高い土壌汚染サイト 
を対象に各企業にコンソーシア 
を組合せ対策に取り組むなど 
のシステム性を志向した事業 
の推進、国際学会等で情報共 
有し、嫌気性微生物による分 
解・処理の分野で世界のリー 
ダーシップをとると共に、アジア 
諸国の環境保全への貢献が期 
待できる。 

栄養剤
タンク

揮散処理装置

Ｐ

地下水流向
揚水による利用微生物、浄化対象物質、
栄養剤、分解生成物の系外流出防止

●

●●

●

●

●

●

●

●

●

VOCs等汚染範囲

●

●

●

塩素化エチレン
分解コンソーシア

（培養液）

処理水
タンク

次亜塩素酸
ソーダタンク

希釈用水道水
（工水）タンク

水道水
（工水）

下水等へ

注入井戸 モニタリング井戸 揚水井戸

：塩素化エチレン

●

：塩素化エチレン分解菌

 
① 塩素化エチレン分解 
微生物群（コンソーシア） 
の構成を明らかにし、優 
占種について、その安全 
性を評価 
 
 
 
 
② コンソーシアに含まれ 
る全ての細菌を対象に、 
環境中に存在する可能 
性のある95種類のヒト病 
原菌について、Real 
-Time PCRによる定量 
評価を実施 
 
 
 
 
 
 
 
 

オーグメンテーション 
の効果（浄化期間の 
大幅短縮） 

コンソーシアは安全 
であると判断。これ 
らの成果を基に、「 
微生物によるバイオ 
レメディエーション利 
用指針」への適合確 
認申請を実施（2008 
年6月に確認取得）。 

Dehalococcoides sp.  
Trichococcus sp. 
Methanobacterium bryantii 
（古細菌） など 

病原菌は有意に検出さ 
れなかった（ターゲット 
遺伝子：16S rDNA, 毒 
素遺伝子等が2.5×102  
copies/mL以下） 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

バイオオーグメンテーション技術を利用した塩素化エチレン汚染土壌・地下水の原位置浄化技術の開発 【上市】 

（栗田工業株式会社） 
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 メタン発酵共生微生物群の制御とメタン生
成効率化に関する技術開発では、 
・有機酸分解・メタン生成共生微生物群は、
全てのメタン発酵プロセスに必要不可欠で
あり、律速段階になっていることが多い。 
 安定したプロセス・効率の良いプロセスを
構築していくためには 
・分子生態学的手法による微生物群の解析 
・微生物群のうち、執拗な働きを示す微生
物の分離、生理学的性質を調査 
・モニタリングに関する迅速分子モニタリン
グ法と各種センシングシステムの開発が行
われた。 
 
 
 
 
 
 
 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点：上市製品化時期の
早期化、性能・品質向上、新規事業の創出、新規顧客の獲得に著しい
効果があった。当初設計した内容の不具合に対して、改良を重ねてより
良いシステムに変更していくための改良費用についても補助金対象と
して貰えた。 
・NEDOプロジェクトによる追加的な効果：具体的に実用化案件には至っ
ていないが、営業的には貢献している。メカニズムの解明や大学等との
連携は、不具合の現象解明に貢献し、それにより改良システム構築の
重要な知見が得られた。 

・プロジェクト名：生分解･処理メカニズムの解析と制御技術の開
発 
・プロジェクト担当部：バイオテクノロジー・医療技術開発部 
・実施期間：2002～2006年度 

・プロジェクト概要：有機性廃棄物の嫌気処理や土壌中難分解性
物質の分解を対象に､嫌気性微生物を中心に微生物群の構成や
機能を解析し､主要微生物をモニタリングしつつ､それら微生物を
制御する手法を発することにより､生分解関連微生物研究基盤を
強化することを目指す｡ 

・製品名：無加水メタン発酵システム 
・開発した技術名：無加水メタン発酵技術 
・製品化時期： 2011年8月。独自技術を保有する事に
よる差別 が可能となった。被災地（八戸、釜石、気仙

沼、石巻）の水産加工団地への導入提案を実施。新
たなビジネスモデルを模索中。 

・製品のアピールポイント 
 廃棄物由来のバイオマスを用いた効率の高いエネル
ギー獲得システム 

・制御可能な高度な汎用性をも 
つ高効率メタン発酵システムが 
開発され、有機性廃棄物処理装 
置の新たな普及に貢献するとと 
もに環境プロセス適正管理事業 
の創出にも貢献できる。 
・食品廃棄物等リサイクルの遅 
れている未利用資源の活用に対 
して積極的に働きかけを行なう 
必要がある。バイオマス関連は 
事業性が悪いため、導入促進す 
るためには「生ごみ等食品廃棄 
物の分別義務と資源循環促進」 
「バイオガスの全量買取制度」 
「化石燃料を対象とした炭素税」 
といった新たな規制や条例のよ 
うな支援策も大きな要素となる。 

　　　　　　発酵菌群

　　　　　　酸生成菌群

共生細菌群 共生細菌群

共生細菌群

酢酸資化メタン
菌

水素資化メタン
菌

バルキング原因糸
状性微生物の制御

　　　　　Goal
酸発酵・メタン生成過程の高度制
御技術開発によるメタン発酵シス
テムの安定化・高度化

メタン発酵の有機物分解過程と高効率化のためのアプローチ

バルキング原因糸
状性微生物の制御

無加水メタン連続 
発酵試験装置 

無加水メタン発酵 
実証プラント 

・乾式脱臭装置（腐植質方式）
・温水循環システム（アンモニア生成槽、メタ
ン発酵槽の加速）
・余剰ガス燃焼装置　　・計測機器
・ガス漏検知警報器（可燃性ガス、硫化水素）

生ごみ

破砕機・コンベア
アンモニア生成槽

脱アンモニア槽

メタン発酵槽 消化液貯留槽 清掃工場

脱硫塔（酸化鉄方
式） ガスホルダー

ヂュアル方式（軽油混焼）
コージェネ（75～78℃温水回

ゴミ投入 破砕・搬送 アンモニア処理 メタン発酵 発酵済残渣

釜石無加水メタン発酵実証試験プロセスフロー

NEDOプロジェクトの技術成果 将来期待される 
経済的・社会的効果 

プロジェクト終了後の実用化状況 

無加水メタン発酵技術の開発 【製品化】 
（大成建設株式会社） 
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・プロジェクト中盤に得られた嫌気ベンゼ
ン分解菌（DN11株）の実用化を目指し、 
「微生物によるバイオレメディエーション利
用指針」の確認申請実施（指針への対
応）。DN11株の培養方法や供給方法につ

いて室内試験を進め、ラボレベルではベ
ンゼンを短期間で浄化出来ることを確認
している。 
・嫌気ベンゼン分解菌（DN11株）の浄化
適合性(拡散防止技術)を嫌気カラム試験
で調べ、透過性浄化壁にDN11株を適用

するためには、生菌をベンゼン汚染地盤
に連続的に注入する必要がある。同菌に

は、病原性や感染性はない。 
 
 
 
 
 
 
 

 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点：上市製品化時期の
早期化、性能・品質向上、コスト削減、新規事業の創出に効果があった。
嫌気ベンゼン分解菌のDN11株の単離作業、「微生物によるバイオレメ

ディエーション利用指針」の確認申請に必要な安全性試験等の実施が
できた。 
・NEDOプロジェクトによる追加的な効果：加速試験により「微生物によ
るバイオレメディエーション利用指針」の確認申請に必要な動物試験等
を実施できたため、申請までの期間が短縮した。 

・プロジェクト名：生分解･処理メカニズムの解析と制御技術の開
発 
・プロジェクト担当部：バイオテクノロジー・医療技術開発部 
・実施期間：2002～2006年度 

・プロジェクト概要：有機性廃棄物の嫌気処理や土壌中難分解
性物質の分解を対象に､嫌気性微生物を中心に微生物群の構
成や機能を解析し､主要微生物をモニタリングしつ つ､それら微
生物を制御する手法を開発することにより､生分解関連微生物
研究基盤を強化することを目指す｡ 

・日本ではメタン発酵や嫌気性微
生物によるバイオレメディエー
ション分野は特に欧米に遅れて
いた。そのハンディを取り戻すた
めには、嫌気性微生物の利活用
およびそれらの機能の解析、高
効率化、育種等の基盤技術の開
発が必須である。 

 
・公共性の高い土壌汚染サイトを

対象に各企業がコンソーシアを
組み対策に取り組むなどのシス
テム性を志向した事業の推進、
国際学会等で共有し、嫌気性微
生物による分解・処理の分野で
世界のリーダーシップをとると共
に、アジア諸国の環境保全への
貢献が期待できる。 

嫌気性 
ベンゼン 
分解菌 
DN11株 

NEDOプロジェクトの技術成果 将来期待される 
経済的・社会的効果 

プロジェクト終了後の実用化状況 

DN11株を用いた嫌気ベンゼン分解手法の開発 【製品化】 
（大成建設株式会社） 
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・製品名：ベンゼンで汚染帯水層（地下水）にDN11株

を導入して、土壌浄化を行うバイオオーグメンテー
ション技術（原位置浄化方法）。 

・開発した技術名：バイオオーグメンテーション技術 
・上市時期：2013～2014年で上市を計画。ガソリンス
タンド跡地等のベンゼン汚染サイトの浄化依頼が
来た場合、他の浄化方法よりコストメリットがあれ
ば採用可能性がある。  

・製品のアピールポイント 
 低コスト・省エネルギーの原位置浄化技術 地盤環
境を変えないため、環境負荷が小さい。「バイオレ
メディエーション利用指針（経済産業省、環境省）」
への適合・安全性の確認済み 

ベンゼン濃度
低減ゾーン

DN11株
貯留槽

敷地境界
注入管

栄養塩
貯留槽DN11株 

を用いた 
拡散防止 
技術の 
模式図 



 
 
・蛍光物質WY547およびWY647を使った

新しい蛍光標識試薬を発売した。次に、
新規な構造の蛍光物質WY535の誘導体
とWY635の誘導体を合成した。これらの

蛍光標識ヌクレオチドを本プロジェクトで
作製したミニアレイを用いて評価し、十分
な輝度が得られることを確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・既存のレーザースキャナーの励起レー
ザー波長にあった新規な蛍光物質が合
成できた。 
・受託期間中に別の新規プロジェクトを立
ち上げた。 
 
 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点プロジェクト内で活発
な討論を行うことにより、性能と品質が高まったこと。上市製品化時期
の早期化、性能・品質向上、新規事業の創出に効果的であ った。 
・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
加速資金により、検討項目を増やすことができ、品質向上に繋がった。 

・プロジェクト名：染色体解析技術開発／個別化医療の実現のための技術融
合バイオ診断技術開発 
・プロジェクト担当部：バイオテクノロジー・医療技術開発部  
・実施期間：2006～2010年度 

・プロジェクト概要：我が国が有する微細加工技術・表面処理といったナノテク
技術の強みを活かし、 染色体の異常を高感度、高精度、かつ迅速、安価で

非コード領域までを検出するゲノムアレイの解析基盤技術の開発を行い、ま
た実用化を目指した全自動解析システムの開発を実施する。さらに、臨床情
報を付随する臨床サンプルの解析によって、本プロジェクト開発のゲノムアレ
イを用いた染色体異常解析技術の 有用性を検証し、臨床現場で使用される

バイオ診断機器の基盤技術開発を行う。 

・製品名：ゲノムDNA標識キット（Genomic DNA 
Labeling Kit）  

・開発した技術名：ゲノムアレイ用蛍光標識化技術 
・上市時期：2007年2月  
 ユーザーが既存の製品からの切り替えに消極的で
あったため、既存製品からの切り替えに至っていない。 

・製品のアピールポイント 
 新規蛍光物質によるゲノム標識  

・疾患ゲノム構造の変化 
を高効率に解析する“ゲ 
ノム解析技術開発”は、 
がんや先天性疾患など 
の医療分野における診 
断システム・機器への応 
用、疾患の悪性度や予 
後予測、予防技術の開 
発や医薬品の開発など、 
幅広い分野での産業応 
用に大きく貢献すること 
が期待できる。 
・個別化医療の一端を担 
う重要な技術であり、疾 
患の悪性度、予後予測 
等を可能することから医 
療の場で広く活用される 
ものと思われる。 
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将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

新規ゲノムアレイ用蛍光標識化技術の研究開発 【上市】 
（和光純薬工業株式会社） 
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・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点：  
Mg鍛造に適した小径連続鋳造ビレットを開発し、大幅なコスト低減と鍛造材料
の最適化を図ったことで、実用化・事業化(製品化・供給体制構築)の加速に向

けプロジェクトでの研究開発を早期に終了した。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果： 
鍛造におけるコスト高が最大の課題であったが、小径連続鋳造ビレットを開発
したことにより、鍛造部材実用化研究開発担当各社も、製品有償サンプルとし
ての素材供給を受けられ、プロジェクト終了後、早期の実用化につなげている。 

・プロジェクト名：マグネシウム鍛造部材技術開発プロジェクト 

・プロジェクト担当部：ナノテクノロジー・材料技術開発部  
・実施期間：2006～2009年度 

・プロジェクト概要：本プロジェクトでは新しい鍛造技術製法を確立して高性
能部材を開発することを目的とします。また、マグネシウム鍛造部材リサイクル
技術に係る課題を抽出し、その解決のための技術開発と安全性評価も行いま
す。今後、用途が拡大していくマグネシウム合金の鍛造部材の製造技術を確
立し、高性能部材を供給することで、我が国が強みとする自動車、家電等の川
下産業競争力の維持・強化を期待できます。 

・製品名：Mg鍛造に適した小径連続鋳造ビレット 

・開発した技術名：マグネシウム合金の鍛造用ビレット 
  調整技術 

・製品化時期：顧客に有償サンプル配布中 

・製品のアピールポイント 
 ビレット組織の微細化により鍛造加工性の大幅な向上 

安価な小径連続鋳造材を
出発材とし、マグネシウム
動的な再結晶と析出挙動
を最適化することで、Mg
関連部材の市場化及び
環境整備、またMg産業の

国際競争力の強化、雇用
増加が期待される。 

 想定市場(2020年)：1238
億円 

・断熱鋳型練即鋳造方法を考案・確立 
（世界初のMg小径ビレットの連続鋳造
法） 
・結晶粒径50μm達成、DAS15μm以下達

成、晶出物の微細・均一分散化実現達
成。 
・量産化に向けた基本的な鋳造技術確
立に目途をつけた。 

実用化・事業化（製品化・供給体制構
築）の加速に向け、プロジェクトでの研
究開発を早期に終了(～2009年)。 

・鍛造部材実用化研究開発（機械構
造部品のロボット部材、輸送機器部
材、情報家電の機能部材、筐体）担
当各社へ製品有償サンプルとして素
材を供給、早期の実用化につなげて
いる。 

・高品質、押出レスによるMg合金鍛造用素材の供
給体制を構築 

・鍛造部材実用化研究開発（機械構造部品のロ
ボット部材、輸送機器部材、情報家電の機能部材
(高精度)、筐体(複雑形状)）担当各社へ、鍛造用小

径ビレット製品を有償サンプルとして素材を供給、
早期の実用化につなげている。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

マグネシウム合金の鍛造用ビレット調整技術開発 【製品化】 
（三協マテリアル株式会社 ⇒ 三協立山株式会社） 
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・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
原理の理解を深められたこと、顧客での使われ方に基づく、重点機能
の選択ができ、コスト削減への道筋がつけられた。その結果、上市・製
品化の時期が早まり、製品の性能や品質が向上し、また技術力のポジ
ションも上がった。 
・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
プロジェクトがきっかけとなって交流が始まった機関とは現在も交流が
続いている。 

・プロジェクト名：革新的マイクロ反応場利用部材技術開発 
・プロジェクト担当部：電子・材料・ナノテクノロジー部  
・実施期間： 2006～2010年度 

・プロジェクト概要 
マイクロリアクター技術、ナノ空孔技術等の反応場技術および反
応媒体、エネルギー供給手段を組み合わせた協奏的反応場技
術を利用して、これまでにない革新的な化学プロセスの基盤技
術を開発し、プロセス革新と新機能材料創製技術を実現するこ
とで、部材産業の競争力を強化する。 

・製品名：PL-Catalyst 
・開発した技術名：医農薬向け触媒 
・製品化時期： サンプルワーク中。 
 国内11社にサンプル供給。1社平均５～１０ｇである
ので９０ｇ/11社 

・製品のアピールポイント 
 医農薬中間体、電子材料などのファインケミカル分
野における高付加価値化学品の製造プロセスの高
効率化に貢献 

ナノ空孔固定化触媒の開発を実施し、 
ファインケミカルズ製造触媒として、高い
反応性・選択性と金属溶出抑制の性能を
併せ持つ世界トップレベルの触媒を開発
した。  

既存触媒に比して製造コストが高い点が課題で、触媒
製造コストの低減が次なる目標。 
顧客への技術の浸透と顧客でのプロセス開発が必要。
顧客における事業化は応分の時間がかかる。 

ナノ空孔を利用する技術は、
固定化触媒技術によって、高
機能・高付加価値製品の開
発に繋がり、高度部材産業
の国際競争力強化となる。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

医農薬向け触媒の開発 【製品化】 
（エヌ・イー ケムキャット株式会社） 
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。 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
大学等との連携により、自社が持ち合せていない技術の導入ができた
こと、基礎評価に十分な時間がかけられたことと、また生産性の高いプ
ロセスが開発できたことで、コスト競争力のある 
製品が開発できた。 
・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
プロジェクトがきっかけとなって交流が始まった機関とは現在も交流が
続いている。 

・プロジェクト名：革新的マイクロ反応場利用部材技術開発 
・プロジェクト担当部：電子・材料・ナノテクノロジー部  
・実施期間： 2006～2010年度 

・プロジェクト概要： 
マイクロリアクター技術、ナノ空孔技術等の反応場技術および反
応媒体、エネルギー供給手段を組み合わせた協奏的反応場技
術を利用して、これまでにない革新的な化学プロセスの基盤技
術を開発し、プロセス革新と新機能材料創製技術を実現するこ
とで、部材産業の競争力を強化する。 

・製品名：ＣＭＰ後洗浄剤 
・開発した技術名：ナノ空孔技術を利用した半導体デ
バイスプロセス処理剤の製造技術 

・製品化時期：サンプル出荷中 
・製品のアピールポイント 
 還元能とキレート能を併せ持つ化合物の採用により、
洗浄剤中の有機物濃度を低減した環境への負荷の
少ない洗浄剤 

ナノ空孔固定化触媒の開発を利用して、
廃棄物が併産しない、半導体デバイス洗
浄剤の製造プロセスを開発し、触媒の再
利用、再活性化により製造コスト削減し、
現行の洗浄剤よりも安価で高品質な製品
を開発した。 

組成を最適化し、CMP後洗浄剤としての基本性能
を満たす商品を開発した。 
サンプル出荷中。 

ナノ空孔固定化触媒の優れ
た機能を十分に生かした多く
の機能化学品の開発に繋が
る。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

ナノ空孔技術を利用した半導体デバイスプロセス処理剤の開発 【製品化】 
（和光純薬工業株式会社） 
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噛み込み時には摩擦係数が高く、ロール圧
延中に摩擦係数が小さくなる潤滑剤を開発す
る目的から、大圧下圧延用潤滑剤の研究目
標は次の通り。 
①摩擦係数が噛み込み時は0.3以上で、圧延
中は 0.1～0.2に制御可能な液状コロイド系
潤滑剤を 開発する。 
②液状コロイド系潤滑剤の最適化により摩擦
係数の制御特性と耐焼き付き性をSSMR熱間
圧延機で検証する。 
 
技術成果： 
・熱間ケムチン試験機による摩擦係数と耐焼
き付き性測定の結果、金属石けんの添加率
アップにより擦係数が低下した。 
・耐焼き付き性はすべて良好であった。 
・住友金属工業(株)でのSSMR熱間圧延試験
結果では、圧下率66％まで噛み込み、定常

時の荷重低減も大きく、焼き付きも発生しな
かった（液状コロイド潤滑剤30％、1.6L/minエ
アスプレ－）。 
 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点： NEDOプロジェクトのメ

リットは、研究開発費の補てんということ以外に、顧客に対してステイタスとな
ることもあげられる。さらにユーザーへの実証用サンプル納入によるPRなども

今後上市に向けて効果的となる。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果：自動車材料への適用にはかなり
の時間を要することから中長期的なNEDOの直接的・間接的の支援が必要と

考えられる。 

・プロジェクト名：環境調和型超微細粒鋼創製基盤技術の開発 

・プロジェクト担当部：ナノテクノロジー・材料技術開発室  
・実施期間：2002年～2006年 
・プロジェクト概要：超微細粒鋼の創製原理は確認されているものの、
超微細粒鋼の実用化には、製造技術、成形・加工技術、利用技術の
確立が不可欠である。このため、自動車材料等の鋼材への適用を目
指し、超微細粒鋼製造・利用技術等の基盤技術の開発を行うとともに、
超微細粒鋼の成形・加工技術を通じ自動車用材料等として適合性の
評価を行います。 

・製品名：熱間圧延用液状コロイド系潤滑剤 

・開発した技術名：熱間大歪圧延加工を可能にした 
  液状コロイド系潤滑剤 
・製品化時期：待機中(ユーザ試験実施中) 
・製品のアピールポイント 現有スプレー塗布装置を用い

て熱間圧延ロールへの塗布が可能。 

 液状コロイド潤滑剤は、噛み
込み性良好で、かつ耐焼き
付き性が良好という従来の
油性タイプの熱間圧延油で
は考えられなかった特性を
有する。この技術を活用して 

①自動車材料等に適用する
超微細粒鋼の実用化 

②超微細粒鋼創製のための
熱間大歪圧延加工への潤滑
剤の適用のみではなく、現
状の薄板、厚板、形鋼及び
管の熱間圧延加工全般に適
用できるように製品化を進め
ていくことが期待される。 

最終的には、熱間大圧下圧延
を可能にすることで、超微細
粒鋼が実用化され、優れた
特性を有する超微細粒鋼を
自動車材料に適用すること
で、自動車の軽量化による
省エネルギーにつながる。   

実用化の見通し：開発された液状コロイド潤滑剤は、
SSMRの熱間圧延において噛み込み性良好で、大きな荷

重低減と耐焼き付き性を示し、現有スプレー装置を用い
圧延前にロール表面への均一皮膜の形成が容易、また、
圧延後のロール表面に付着した 潤滑皮膜の洗浄が容
易となり、超微細粒鋼創製のための熱間大歪圧延加工
への実用化が見込める。  

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

液状コロイド系潤滑剤を適用した熱間加工潤滑剤の開発 【上市】 
（大同化学工業株式会社） 
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・排熱エネルギーの小規
模・分散型システムへの利
用 

・長寿命、小型・軽量、保守
が容易な小型熱電素子を
利用した熱電変換システム
により、熱エネルギーを直
接電気エネルギーに変換
することで省エネルギー化
を図る。 

・センサ技術、無線技術と
の融合によるｾﾝｻﾉｰﾄﾞ開発。 

Energy Harvester関連技術 

プロジェクト成果を高性能熱電変換材料とモジュール
設計技術、周辺熱設計技術による高効率化に活用。
社内に事業部門を確立している。 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 熱電材料の改良（温度特性制御）、放熱器の実験データを取得することが出来
た。 
・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
 顧客へのデモ機によるプレゼンができた。 

・波及効果、標準化活動等 
 展示会によるアピールを実施。新規製品の開発や新規研究テーマの立ち上げ
など波及効果があった。 

・製品名：Energy Harvester関連商材 
・開発した技術名：熱電発電式エナジーハーベスター 
・上市時期：2014年上市予定 
・製品のアピールポイント 
 以前は、電子機器内の熱電変換応用を想定しており
ましたが、より希少な熱エネルギーを利用する商品
へとターゲットを修正、平成24年調査では製品化段
階であった。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

熱電変換モジュール外観    試作プロジェクター外観 
※開放電圧8.18V、最大電流値0.60A、最大発電力1.24W 
（写真提供：（財）エンジニアリング振興協会HP） 

Energy Harvester関連商材（プロジェクター）
の概要 

低温域熱電変換システムを搭載した民生応
用製品・プロジェクター光源排熱利用熱電変
換システムについて、技術開発を実施。 

遮光板裏面設置：高温源150℃[423K]～低
温源50℃[323K]の条件下で、システム効率

2.2％達成。また、プロジェクタレフ外壁面設
置：高温源200℃[473K]～低温源50℃[323K]
の条件下で、システム効率3.2％達成 

・幅広い分野への普及によ
り二酸化炭素の排出抑制
を促し、地球温暖化問題に
貢献。 
 

・プロジェクト名 
高効率熱電変換システムの開発 
・プロジェクト担当部 
電子・材料・ナノテクノロジー部 
・実施期間：2005～2007年度 
・プロジェクト概要 
エネルギー有効利用等の観点から、民生および産業分
野から発生する未利用熱エネルギーを熱電変換素子に
よって電気エネルギーに変換して活用する目的で、熱
電変換モジュールおよび熱電変換システムの実用化を
目指し、高効率熱電変換モジュールの開発および高効
率熱電変換システムの開発を実施する。（原簿pⅰ） 

Energy Harvester関連商材の開発 【製品化】 
（ヤマハ株式会社） 
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本プロジェクトの成果を踏まえて、後継NEDOプロジェクト 
「有機発光機構を用いた高効率照明技術の開発」を受託し、
高演色・高効率有機EL照明技術を開発。 
これらの成果を一部活用した有機EL照明パネルを上市した。 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 有機ELのポテンシャルが明確でなく開発リスクが高かった時期に、白色有機ELの 

高効率化、長寿命化に貢献する、材料、素子、プロセスの要素技術を継続的に開発
し、照明分野への適用可能性を見いだせた。 
 さらに後継のプロジェクトでも開発支援をいただくことで、世界最高レベルの効率・
寿命・高演色性を同時に実現する有機EL照明技術を短期間で構築できた。 
・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
 前記プロジェクトは、材料、素子、プロセスを担当する企業の垂直連携型であった
ため、開発した技術をプロジェクト終了後、速やかに実用化に展開できた。 
・波及効果、標準化活動等 
 後継プロジェクト（有機発光機構を用いた高効率照明技術の開発、次世代高効率・ 
 高品質照明の基盤技術開発）の成果と併せて、国内外の学会・展示会で発表・展
示。 

・製品名：有機ＥＬパネル 
・上市時期：2011年9月  
・製品のアピールポイント 
 「パナソニック出光OLED照明株式会社」から発売開始。 
 高性能化、低コスト化した製品を今後順次展開予定。 
 

   ※パナソニック出光OLED照明株式会社：2011年4月に、 
     パナソニック電工（当時）および出光興産により設立 

   有機ELパネルの概要 

・輝度100 cd/m2 に於いて、電力効率62.8 
lm/W、外部量子効率29.7% という、当時

世界最高の効率を持つ、超高効率白色発
光素子を実現。 
・マルチフォトン素子技術と融合し、また今
後開発される高性能・長寿命材料を用いて 
 最適化することにより、高効率・長寿命 
 白色有機ELの実現が期待できる。 

極薄面光源としての新

市場への展開、更なる

性能向上による既存

光源の代替も可能で

あり、省エネルギー効

果や波及効果が期待

できる。 

・プロジェクト名 
  高効率有機デバイスの開発 
・プロジェクト担当部 
  電子・材料・ナノテクノロジー部 
・実施期間：2002～2006年度 
・プロジェクト概要 
  軽量・薄型の大画面ディスプレイ、紙のように薄く

柔らかいモバイル入出力端末としてのシートディ
スプレイ、という実用化に向けた２つの応用分野
を想定して、必要な要素技術を開発するとともに、
有機デバイスの特長を実証できる形で開発試作
を行う。併せて、未解明の技術課題について基
礎に立ち戻って、基本原理を明らかにする。 

超高効率白色素子の特性（事業原簿より） 

有機ELパネル 

写真・年表：パナソニック出光OLED照明（株）ホームページより 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

有機ELパネルの開発 【上市】 
（パナソニック株式会社） 
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・ｼｽﾃﾑLSIの市場規模拡大
に伴う効果の増大化 

・ｼｽﾃﾑLSI以外への成果展
開による効果の増大化 

・半導体産業競争力の確保 
 

 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
技術要求調査会議を通して、常にﾗｲﾝ（事業部）ﾆｰｽﾞを汲み上げつつ開発を進め、量産
現場での実ライン評価をｽﾑｰｽに行えた結果、実用化に向けての完成度が高まった。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに参加していなかったら、本研究開発は着手されなかった。 (株)半導体先端ﾃ
ｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞという集中研組織の活用により、限定期間に参加会社４社のリソースを集中

的かつ効率的に投入できた。 

・波及効果、標準化活動等 

計測ｻﾝﾌﾟﾘｸﾞに関する、抜取確認方式のガイドラインのWeb公開(JEITA半導体生産技術
専門委員会Web)により共通に使用できるようにした。 

※ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ受託は(株)半導体先端ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ （参加会社：ﾙﾈｻｽｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(株)他3社） 

・製品名：先端的SoC製造システムの実用 

・開発した技術名：①ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ②情報連携ﾌﾟﾛｾｽ
制御③検査ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ④小ﾛｯﾄ括り（段取り制御） 

・適用開始時期：2012年2月 
・実用化のアピールポイント ①は共通技術。①
を用いて構築した②を先端ﾌﾟﾛｾｽ工場に適用
済み。適用工程を順次拡大中。④は効果実証
が完了。多品種変量生産に有効。 

様々な変化に対応した修正･成長が容易
な①ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ、ﾌﾟﾛｾｽ制御業務を統合
した標準業務ﾌﾛｰと機能部品による②情
報連携ﾌﾟﾛｾｽ制御ｼｽﾃﾑ、検査の位置付
け分析・抜取りｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ理論化による③
検査ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ、多品種変量生産時の④
小ﾛｯﾄ括り（段取り制御）方法論を確立し、
OEE（総合装置効率）向上率40％以上が
可能である事を実証した。 

・ﾒﾓﾘ（少品種大量生産ﾗｲ
ﾝ）以外への適用による生
産効率UP・競争力拡大 

・経済波及効果への期待 

先端的SoC製造ｼｽﾃﾑの概念図 

・プロジェクト名 
   先端的SoC製造ｼｽﾃﾑ高度制御技術開発 
・プロジェクト担当部： 電子・材料･ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ部 
・実施期間：2007～2010年度 
・プロジェクト概要：我国が､ﾒﾓﾘから軸足を移した
ｼｽﾃﾑLSI（SoC: System on a Chip）は多品種変
量生産が多く、従来のﾒﾓﾘ型生産方式では著しく
生産性が低下する。この問題を解決するため、
低コスト、短TAT、急速歩留り立上げ可能かつ需
要変動に柔軟に対応できる革新的なSoC製造制
御システムの実現を目指す。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

先端的SoC製造システム高度制御技術の開発 【上市】 
（株式会社半導体先端テクノロジーズ ⇒ ルネサスエレクトロニクス株式会社） 
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・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
製品の特性に関する理解が深まり、メカニズム解明などでは大学との
コンソシアムで有用な情報が得られた。また、幅広い顧客との関係がで
き、製品評価を依頼することができた。 
・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
プロジェクトがきっかけとなって交流が始まった機関とはその後も交流
が続いている。 

・プロジェクト名：先端機能発現型新構造繊維部材基盤技術開発 
・プロジェクト担当部：ナノテクノロジー・材料技術開発部 
・実施期間： 2006～2010年度 
・プロジェクト概要：繊維状材料に対して、ナノオーダーの成形加
工や複合化することで高機能化し、革新部材を創出する。共通基
盤技術として、①繊維高機能化、大型装置化技術の開発、②炭
素超極細製造技術の開発、③電池用部材の開発、④フィルター
用部材開発、⑤医療衛生・産業用部材の開発を実施し、わが国
産業の競争力の強化を図る。 

・製品名：検討中 
・開発した技術名：カーボンナノファイバー実用化技術 
・製品化時期：顧客に無償サンプル配布中 
・製品のアピールポイント 
 高品質、低価格 
 

ナノ熔融分散紡糸法による炭素超極細繊
維の大量生産技術の開発を行い、大型
装置による超微細混練・紡糸技術、炭素
高速不溶化・焼成技術、結晶構造制御技
術等を確立させて、製造時間の短縮とコ
ストダウンを達成した。 

総ての項目で目標値達成、世界最高レベル 

顧客向けに不定期に無償サンプルを配布し、評価を実
施中。 

世界最高水準の結晶性を
有するカーボンナノファイ
バーが得られて、小型蓄
電池や薄型電池の開発が
進んだ。今後はさら 
にFRPや導電助剤への応
用が期待される。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

カーボンナノファイバー実用化検討 【製品化】 
（帝人株式会社） 
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・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
プロジェクト共同参画企業からのナノファイバー製造技術の提供を受け
られたこと。これにより製品の上市・製品化の時期が早まり、新規事業
が創出された。 
・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
プロジェクトがきっかけとなって交流が始まった機関とはその後も交流
が続いている。 

・プロジェクト名：先端機能発現型新構造繊維部材基盤技術開発 
・プロジェクト担当部：ナノテクノロジー・材料技術開発部 
・実施期間：  2006～2010年度 

・プロジェクト概要： 繊維状材料に対して、ナノオーダーの成形加
工や複合化することで高機能化し、革新部材を創出する。共通基
盤技術として、①繊維高機能化、大型装置化技術の開発、②炭
素超極細製造技術の開発、③電池用部材の開発、④フィルター
用部材開発、⑤医療衛生・産業用部材の開発を実施し、わが国
産業の競争力の強化を図る。 

・製品名：ナノウォーム 
・開発した技術名：超極細繊維不織布技術 
・上市時期：2013年以降に上市予定 
・製品のアピールポイント 
 伸縮性に優れ、インナー素材としても利用可能で、透
湿性に優れ水分による温度低下を抑制するばかりで
なく、風の浸入を防ぎ、衣服内温度の低下を抑制す
る。 

エレクトロスピニング法により作られる超極 
細繊維（ナノファイバー）不織布の特徴を生 
かして「伸びる、暖かい、蒸れない、防風」を 
実現できる快適衣料素材を開発した。この 
繊維は快適にしてウォーム・ビズに貢献で 
きる。 

ナノファイバーの応用可能な
部材は広範囲におよび潜在
市場は数10兆円以上に及ぶ
と考えられる。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

ナノファイバーを利用した衣料開発／ナノファイバー素材の応用展開 【製品化】 
（グンゼ株式会社） 

48 



・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
開発テーマを絞って集中的に取り組むことができたこと、援助を受けた
ことで十分な実験環境を整えることができた。大学等の連携は理論的
な考察やメカニズムの解明に役立った。当初の上市・製品化時期が早
まった。 
・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
プロジェクトがきっかけとなって交流が始まった機関とはその後も交流
が続いている。 

・プロジェクト名：  
次世代大型低消費電力プラズマディスプレイ基盤技術開発 
・プロジェクト担当部：電子・材料・ナノテクノロジー部 
・実施期間： 2007～2010年度 

・プロジェクト概要 
テレビ市場は急速にフラット化が進んでいるが、同時に画面サイズ
の大型化も年々顕著になっており、低消費電力化は急務の課題で
ある。、次世代プラズマディスプレイパネルとしての低消費電力化
技術を確立しパネルの年間消費電力量を現在の2/3以下にする。 

・製品名：プラズマディスプレイ 
・開発した技術名：新規保護膜技術 
・上市時期：2011年 
・製品のアピールポイント 
 NEDOプロジェクトで得られた保護膜技術の知見が、
新規保護膜の採用を加速し大幅な省電力を達成 

 

次世代プラズマディスプレイパネルの年間
消費電力を2/3以下にするためのパネル製

造に関する基盤技術として、①パネル構成
材料、②プロセス・設備技術、③パネル設
計・駆動技術を㈱次世代PDP開発センター

で開発し、その成果をパナソニックが保有す
る技術と組み合わせることで、プラズマディ
スプレイを製品化する。 

●国内テレビメーカーの国際競争力 
強化  
大型大画面において液晶ＴＶ同等の 
低消費電力を実現 
●国内部材メーカーの国際競争力 
強化 
ガラス基板、ドライバＩＣ，蛍光体材 
料、光学フィルター等の国内メーカ 
ーのシェア大 
●家庭内電力抑制 
電気代をテレビ1台あたり約1,100円 
安くできる 
●国際的なCO2削減活動に寄与 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

低消費電力プラズマディスプレイの開発 【上市】 
（パナソニック株式会社） 
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 米国、韓国、台湾企業に
対して劣勢の国内半導体
デバイス産業が装置分野
から挽回する期待 

集中研に並行し自社とSeleteにて実
用化試験と課題を抽出｡MIRAI1期終
了後(2004年)にJV･AMITにおいて製
品化開発を継続､子会社NFTがマスク
検査装置NPI-5000を上市･事業開始
し た (2006.6) 。 NPI-5000plus,-6000 に
続 い て 最 新 製 品 NPI-7000 を 上 市
(2011.9)。波長199nmの優位性を生か
し、24nm世代以降で需要拡大。 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 東芝グループの培ってきた技術に加えて、MIRAIプロジェクト、NEDO助成、
ASET､Seleteの開発成果を統合したもの、わが国のマスク検査技術の集大成
としている。 
(東芝レビュー、Vol..67(4),pp.28-31(2012))  

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
 加速資金によって構築できた深紫外光の連続安定発光技術により、波長
200nm以下のマスク検査装置の基本技術を世界最初に確立した。 

・波及効果、標準化活動等 
 光源技術や画像検出技術の応用範囲は広い。たとえば、医療画像、衛星画
像の処理、ITS（Intelligent Transport System)の画像処理. 

・製品名：マスク検査装置 
・開発した技術名：マスク検査装置の性能向上 
・上市時期：2006年6月  
・製品のアピールポイント 
 Hp24nm世代以降の最先端マスク検査装置。 
※AMIT：東芝研究開発センタ内設立した東芝とNECの合弁会社 
  NFT： NuFlare Technology Inc, 
             東芝機械の子会社､2012年から東芝の子会社 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

写真：NPI-7000外観 NFT_HP 
 集中研における基本原理･技術の確立 
 
 Hp65nm以降のマスク検査には200nm
以下の深紫外光（DUV）を使うことが必要

である｡和周波発生実験装置を試作し、
世界初の波長199 nmの連続安定発光に
成功、またDUV対応高感度センサを開発

した。更に透過･反射の視野分離により、
検査装置の高感度化と検査時間短縮を
図った。 
 

 マスク検査装置のガリ
バー的存在である米国
KLA-Tencorに先行して
Hp24nm世代対応には
必須とされている200nm
以下の波長を用いた検
査 装 置 を 実 現 し た 。
NPI-7000 は Hp20nm 以
下の先端デバイスのマ
スク保証を可能とする。 

・プロジェクト名 
次世代半導体材料・プロセス基盤技術開発プロジェクト 
(MIRAI) 
・プロジェクト担当部 
電子・材料・ナノテクノロジー部 
・実施期間：MIRAI 第1期 2001～2004年度 
・プロジェクト概要 
 テクノロジノード 45nm以細の極微細なデバイスに必
要な高誘電率ゲート絶縁膜材料・計測・解析技術、及び
低誘電率層間絶縁膜材料・計測・解析技術を中心とし
て、将来のデバイスプロセス技術に必要となるリソグラ
フィ・マスク関連計測技術、デバイス回路構成技術、及
びトランジスタ形成に必要な技術等を開発する。 

波長1064 nmm の単一縦モード発振レーザ光と波長
244 nm の単一縦モード発振レーザ光を基本波とす
る波長199nm和周波発生装置の原理図（第1回中間
評価事業原簿 P33） 

マスク欠陥検査装置 【上市】 
（株式会社東芝 ⇒ 子会社の株式会社ニューフレアテクノロジーに技術移管） 
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 米国、韓国、台湾企
業に対して劣勢の国内
半導体デバイス産業が
装置分野からの挽回へ
の期待 

・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 デバイスメーカとの協業により、デバイス製造プロセスからCMP装
置への要求を十分に把握できた。  

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
 他企業との協業により、自社技術の枠を超えた知見を有する技術
者が育成された。 

・波及効果、標準化活動等 
  

・製品名：CMP装置のLow-k膜研磨プロセス 
・開発した技術名：低CMP装置の開発 
・製品化時期：2012年 
・製品のアピールポイント 
 荏原製作所のCMP出荷累計数は1500台を超える。
本技術により､low-k材料界面でのはく離確率を予測
し､LSI配線でのはく離防止が可能となる。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

配線構造の断面模式図と計算に用いた有限要素モデル 
出典:エバラ時報 No. 219（2008-4）､ｐ21-27 

 Low-k/Cu配線モジュールのCMP評価 
Low-k/Cu 配線モジュールの実現におい
て大きな課題になっているCMP（化学機
械研磨）技術については、そのプロセス
メカニズム検討に着手し、従来用いられ
てきた経験式よりも高い精度で研磨レー
トを説明することに成功した。 

 半導体分野における
国内の産業構造が激変
する中で、世界トップレ
ベ ル の 技 術 力 を 誇 る
「半導体製造システム」
事業の海外展開への期
待 

・プロジェクト名 
次世代半導体材料・プロセス基盤技術開発プロジェクト 
(MIRAI) 
・プロジェクト担当部 
電子・材料・ナノテクノロジー部 
・実施期間：MIRAI 第1,2期 2001～2005年度 
・プロジェクト概要 
Low-k材料配線モジュール技術 
開発したLow-k 材料を用いて最終的に配線プロセスモジュー
ル技術として完成させる。同時にLow-k 材料の要素プロセス
を構成する装置に求められる諸元について提案を行う。 

研磨時の摩擦力計測実験  
H15中間評価報告書 ｐ27 

CMP中のlow-k材料界面のはく離可能性の予測方法 

CMP装置のLow-k膜研磨プロセス 【製品化】 
（株式会社荏原製作所） 
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・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 MIRAIプロジェクト実施期間中に製品化の目処を得た。NEDOプロジェクト成果
は、終了後の製品安定稼働技術開発を加速した。 

・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
 実験結果の分析や大学でのメカニズム解明が製品化を加速した。 

・波及効果、標準化活動等 
 新規事業の創出と新しい顧客を得た。IMECで採用された(2010) 

・製品名：EUV光源 
・開発した技術名：EUV光源高信頼性化技術開発 

・製品化時期：2012年  
・製品のアピールポイント 
 13.5nmの極めて短い波長を持ち「究極のリソグラフィ
用光源」と呼ばれている 

*EUVA:極端紫外線露光システム技術開発機構  

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

  DPP方式EUV光源（量産試作露光装置用） 
        説明と写真：ウシオ電機_HP  EUV光源高信頼性化技術開発 

LPP (コマツ)および DPP(ウシオ) 光源の 
EUV 光源高信頼化技術開発が行われ､
中間集光点で180Wの出力光源を1年間
稼動させﾐﾗｰ反射効率低下10%以下とな
る高信頼性技術を開発している。また 
DPP光源自主研究にて、発光点出力
1.5kW出力を達成している。 
事業原簿��pⅢ-1-Ⅱ-⑤-P2-4 

 IMECの最新EUVリソ
グラフィシステムのDPP
光源として採用され､商
用化試験がなされてい
る。光源出力を強くして、
商用レベルのウエハス
ループットを確保し、数
年 後 の 世 界 ト ッ プ の
EUV光源上市が期待さ
れる。 
 国 内 の EUV リ ソ グ ラ
フィ装置メーカの技術レ
ベル向上と海外企業独
占への対抗が期待され
る。 

・プロジェクト名 
次世代半導体材料・プロセス基盤技術開発プロジェクト 
(MIRAI) 
・プロジェクト担当部 
電子・材料・ナノテクノロジー部 
・実施期間：MIRAI 第3期 2008～2010年度 
・プロジェクト概要(EUV光源高信頼性化技術開発) 
Hp32nm以細のEUVリソグラフィに用いられるEUV光源
について、マスク、ミラーへの光源に起因する汚染に対
する評価技術、汚染に対する清浄化技術の開発を行い、
EUV光源の高信頼化技術を確立する。 

MIRAIプロジェクトで使用されたDPP方式EUV光源 
(写真：ウシオ電機_HP) 

ウシオ電機はエクスト
リーム(独)を子会社化､
DPP方式のEUV光源を

開発するフィリップスと
共同研究を開始し
(2008年)、EUV光源開

発の加速と生産の本
格化、EUVA＊で発光
点出力１kＷを実現
(2010年)。 

EUV光源 【製品化】 
（ウシオ電機株式会社） 
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・接合技術 
実用的な接合方法として、スポット溶接、
FCWを活用したMIG溶接法を開発し、せん
断強度、剥離強度(スポット溶接)および継
手効率(FCW-MIG接合)とも、目標強度を
達成した。 
・異種金属接触腐食防止技術 
接合強度と接触腐食防止を兼ね備えた
継手形式として、亜鉛メッキ（G1）鋼板とア
ルミニウムの継手形式を提案した。 
・構造体の開発 
具体的なハイブリッド化構造体として、
ルーフおよびフロントサイドメンバを抽出
し、模擬構造体の試作評価により、鋼製
に比較して最大40%の軽量化の目処をえ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点 
 上市製品化時期の早期化、性能・品質向上、新規事業の創出、新   
 規顧客の獲得に効果があった。 
・NEDOプロジェクトによる追加的な効果 
 実験を主体とした研究開発により、「研究者のレベルアップ」「研究者   
 の視野拡大」につながった。加速資金により、強度評価試験設備をは  
 じめとする評価設備を導入し、評価が進む様になった。 

・波及効果、標準化活動等 当初の期待通りであった。 

・プロジェクト名: 
 自動車軽量化のためのアルミニウム合金高度加工・形成技術 
・プロジェクト担当部:ナノテクノロジー・材料技術開発部 
・実施期間:2004～2006年度 

・プロジェクト概要:乗用車におけるアルミニウム使用量を増加させるための技
術課題を解決し、使用量の促進を図るため、 高成形性の材料開発、鉄鋼系

材料との接合技術開発、さらに高強度で衝突吸収性の良い構造をもつ材料
の創製・成形・加工技術を 確立するために、以下の研究開発項目について研
究開発を実施した。① 高成形性自動車用板材料の開発、② アルミニウム／ 
鋼ハイブリッド構造の開発、③ 高信頼性ポーラスアルミニウム材料の開発 

・省エネルギーに向けた 
自動車の燃費効率向上 
は重要な課題であり、そ 
のための自動車軽量化 
は、非常に有意義であり、 
これらの技術が自動車 
業界に受け入れられた 
暁には、自動車製造技 
術および地球環境保全 
に対して大変有効な技術 
となり得る。 
・自動車におけるアルミ 
ニウム材料の利用率拡 
大において接合技術は 
重要であり、既存の溶接 
機の利用が可能なスポッ 
ト溶接技術開発は波及 
効果が大きいと考えられ 
る。 冷延鋼板

1.2mmt
ＧＡ鋼板
1.2mmt

ＧＩ鋼板
1.76mmt

350

300

200

100

250

50

150

0

異材接合部

鋼製ルーフ
サイドレール

アルミ製
ルーフ

試作したルーフ模擬構造体

異材接合部
（ＦＣＷ-ＭＩ
Ｇ）

試作したフロントサイドメンバ模擬構造体

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

自動車ボディの鋼／アルミハイブリッド化技術の開発 【製品化】 
（株式会社神戸製鋼所） 
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・製品名：アルミ/鋼異材接合技術および異材接合用溶
接ワイヤ 

・開発した技術名：異材接合用フラックスコアードワイヤ 
・製品化時期：2013年9月予定。開発ワイヤを展示会に

出展。個別問い合わせに対応して、試作評価対応中。
製品化に向けて量産試作などを実施中。 

・製品のアピールポイント 
  異種金属接触腐食防止技術、鋼製と比較して40%
程度の軽量化が可能な構造体 



・実用化に際してNEDOプロジェクトが役立った点： 
既に技術ベースが会社内に存在していたが、プロジェクトに参画するこ
とによって、製品・技術の開発が促進され、製品化・事業化を加速する
ことができた。 
・NEDOプロジェクトによる追加的な効果： 
顧客による学会(化工学会）や展示会(nanotec2013)の対外発表による

宣伝効果があった。 

・プロジェクト名：グリーン・サステイナブルケミカルプロセス基盤技術開発
／化学品原料の転換・多様化を可能とする革新グリーン技術の開発 

・プロジェクト担当部：電子材料・ナノテクノロジー部  
・実施期間： 2009～2010年度 

・プロジェクト概要：石油由来原料に代えて植物由来原料を使用すること
により有用な化合物を省エネルギー・高効率に合成するプロセスの基盤技術
の開発を行うことを目的としました。本プロジェクトの中で神戸製鋼所はリアク
ターの開発を担当し、以下を達成しました。 
＊気液体積比１～３の範囲で精度よく均一分散でき、１ユニットあたり ４００
本以上の流路を有する構造の多流路リアクターを製作しました。 

・製品名：マイクロチャンネルリアクタ－(SMCR) 
・開発した技術名：マイクロリアクターの大容量化技術 

・製品化時期：2011年 
・製品のアピールポイント 
 SMCR®は、伝熱係数が高く、伝熱面積も大きく、また伝熱

流路（温調流路）と反応流路（物質移動流路）を積層させ
ることにより、均一な温度制御が可能。また、混合部につ
いては、T字混合、Y字混合も可能。 

＊GSCへの期待効果として 
 ・装置サイズのコンパクト化。  
 ・高効率に反応を達成し、

経済性向上 
＊その他分野への期待効

果として 
 ・気液均一分散・反応など

が求めれる反応器、吸収
器や抽出器に適用が可能
であり、装置のコンパクト
化、収率の向上、ランニン
グコストの低減が可能であ
る。 

・神戸製鋼所が保有するアルミろう付
け技術を活用し多流路積層型の熱交
換器構造において、プレートの両面か
ら流路を加工し均一な混合、抜出しが
可能な構造の反応器として開発した
SMCR® (Stacked Multi-Channel 
Reactor：積層型多流路反応器)を用い、
各種運転条件で気液均一分散が可能
であることを確認し、400本流路以上の
流路を有するSMCR® を製作した。 

・本プロジェクトの事後評価は、平成25年度に分科
会の設置が予定されているため、開発に関する詳細
な報告は開示されていない。 
 
・神戸製鋼所のホームページに本機器が掲載され、
実用化のための取り組みを進めている段階。 

将来期待される 
経済的・社会的効果 

NEDOプロジェクトの技術成果 プロジェクト終了後の実用化状況 

マイクロチャンネルリアクタの実用化開発 【製品化】 
（株式会社神戸製鋼所） 
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